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遊び人を装うイケメン王子は結婚願望ゼロの天然令嬢に魅了されました
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「あの、一曲お願いできますでしょうか？」

　にこにこにこ……

　にこやかな笑みを浮かべて近づき、小鳥がさえずるような声音でそう声をかける。

「………………」

　相手の紳士はじっとこちらを見つめ、それから口角を引き上げて微笑み返そうとしているが、明らかに痙攣している。

「えーっと、オブラン伯爵家のミシュリーヌさま、ではございませんか？」

「まぁ、わたくしをご存じなのですか？　光栄でございます」

　今度は喜びをたたえた朗らかな口調で答えた。

　オブラン家では使用人との関係について、あまり格式ばったものにしないようにと、意識的にやや砕けた口調で話す。ミシュリーヌも普段は「わたし」と言っているのだが、社交界では伯爵令嬢として淑女の言葉遣いに切り替える。今日も問題なくスムーズで調子がいい。

「それは……まぁ、その、どなたさまもご存じかと」

「そうですの？」

「せっかくお声をかけていただいたのですが、今から帰るところでございまして、大変申し訳ございません。また次の機会によろしくお願いいたします」

「え」

「では、失礼」

「あっ」

　ミシュリーヌが止める間もなく、その紳士は慌てて身を翻し、去っていってしまった。

（また逃げられてしまった……）

　しょぼん。

　貴婦人からの誘いを断るのは本来ないものであるが、なぜかミシュリーヌに限っては多発している。そのことに肩を落とした。

（あり得ない。あり得ないわ……）

　そう心の中で愚痴りつつ、ふと傍にある大鏡に視線をやると、そこにはドレスアップした自分の姿が映っていた。

（どこもヘンじゃないわよね？）

　伯爵令嬢として、麗しく着飾れていると思う。それどころかオブラン伯爵家で働くメイドたちの腕は確かで、二割増しくらい美人に見える。

　元の自分だって目鼻立ちがはっきりしているし、金髪は光を受けてキラキラ輝くゴージャスなものだし、青紫の瞳は珍しくてきれいだと思う。自らを〝美女〟だなんて自惚れてはいないが、悪くないレベルだとは思っている。

（自分で自分を褒めるなんて愚かだけど、美人の部類に入っていると思うのよ、一応は。なのに、どうしてモテないのかしら……）

　はあ、と大きなため息が出た。

「ミシュリーヌ・オブランさまですよね？」

「はい」

　名を呼ばれ、返事をしつつ顔を向けてから、ミシュリーヌは眉間にしわを寄せた。

　そこには女たらしで有名なイケメンが立っていた。

「ぜひ一曲お願いしたいのですが」

「………………」

「あの？」

　ミシュリーヌの眉間に寄せられているしわが一段と深くなった。

「申し訳ございません。さきほどちょっと階段で躓いてしまいまして。少し痛みますので、これで帰ろうと思っていたのです」

　さっき言われたのと似たような言葉を自らも述べ、ミシュリーヌはそそとその場を離れた。

「そうおっしゃらずに」

　などと背後で聞こえるが、無視無視。

（イケメンは嫌いなの）

　足のどこを痛めたのだろう？　と問いたくなるようなほどの足取りで車寄せに行くと、オブラン伯爵家の家紋がついた馬車に近づいた。

「お嬢さま」

　驚いたように目を見開いているのは使用人のニルスだ。今夜は御者が休みなので代わりに彼が鞭を取っているが、普段は執事見習いとして父親の補助をしている。家族でオブラン家に仕えていて、ミシュリーヌとは二歳違いの幼なじみだ。

「帰るわ」

「ですが……」

「悪いけど、わたしを送ったら家族を迎えにとんぼ返りしてちょうだい」

　そう言って馬車に乗り込んだ。

　ニルスには悪いが、さっさと帰りたい。足は痛くないが、気分は悪い。もちろんそれは病気などではなく、単純に嫌なタイプの相手に声をかけられたから不愉快なだけだ。

（あのにやけた笑みとまなざしは、あわよくば一夜のお楽しみを、ってのを求めている証拠。ああ、腹が立つ。わたしはそんな軽い女じゃないわ）

　ぷんすか怒って車窓を眺める。王都はガス灯が多く設置されているおかげで夜でもけっこう明るい。さらにそのガス灯は幻想的な夜景を演出してくれていて、流れる景色を見ているだけでも楽しい。

　ミシュリーヌはオレンジ色の光に映し出された街並みをぼんやり眺めていた。

（どこかに、外見でもなく家柄でもなく、わたしの中身を気に入り、わたしだけを愛してくれる人はいないかしら）

　はあ、と盛大なため息が落ちたのだった。

















第一章　結婚なんてしたくない












　両親と兄、そして弟を目の前にして、ミシュリーヌは敵対心むき出しのまなざしで肩を怒らせていた。

　人の顔を見るたびに、「早く結婚しろ」と言う家族。確かにここオブラン伯爵家の一員で、すでに二十歳に至っているミシュリーヌは婚期を逃しつつある。だがミシュリーヌにとっては、それはけっして〝逃しそうでヤバい状態〟などではなかった。むしろ〝早く婚期が過ぎて結婚なんかしなくてもいい〟という状態になってほしいと思っている。

　それでも一応ミシュリーヌも婚活はしているのだ。夜会にはなるべく出席しているし、仮面舞踏会などは欠かさず出向いている。これと思う男性にも声をかけている。昨夜だってそうだ。が、頑張って〝お誘い〟しても断られるのだから仕方がない。

　チラリと居並ぶ面々を見やった。

　父ビルフォード・オブラン伯爵、兄マクシミリアン・オブラン子爵、弟ユリエル・オブラン男爵。オブラン家はいくつかの爵位を拝受しているので、父は兄と弟にそれらを分け与えている。そして母ウィルマ・オブラン伯爵夫人。母の実家も伯爵位で、爵位こそ伯爵だが資産は侯爵並み、いやそれ以上かもしれないという資産家であった。

　この四人、ミシュリーヌが見ても〝美形〟だと思う。そこにミシュリーヌの〝イケメン〟嫌いの理由があった。

　父も兄も弟も、異性関係が派手であるのだ。父は愛人や側室こそいないが、仲のいい友人たちと女性が接客するクラブへ出向いている。兄は二十五にもなって結婚もせず、社交界で浮き名を流しているし、弟は艶めかしげな観劇に出演している女優やその卵たちを贔屓にして、モテて有頂天になっている。母は浮気こそしていない（と、信じているが）邸で働く男性使用人たちを顔で選んで、眺めては喜んでいる。

　ミシュリーヌは、家族が異性を〝遊びや欲望を満たす対象〟と捉えていると考えていて、その意識の発想が〝自らの顔が良くて地位もあるから異性が放ってはおかない。来る者拒まずで交際していて、付き合いのある者の気持ちを考えないから不実だ〟というものであって、〝自分は絶対外見じゃなく中身で選ぶんだ！〟と家族を反面教師として捉えているのだ。

　そしてミシュリーヌは、自分の家族が多少の遊びや〝おいた〟があっても、異母兄弟姉妹もいなければ両親も相応に仲がよく、真に乱れ破綻した家庭ではないことにも気づけていなかった。

「だから、ちゃんと夜会には出席しているし、お誘いもしていると何度も言っているでしょ。モテないのはわたしのせいじゃないから」

「誘われているのを無視して帰ってきたのはお前じゃないのか？」

　と、鋭いツッコミを入れたのは兄のマクシミリアンだ。

「だって好みじゃなかったから……」

「ミシュリーヌが声をかけて断られたのはマコール子爵家の子息のワイアットだ。王立学院の成績は確かによかったが、容姿はどうかなってヤツだけど、どうしてミシュはいつもあんな感じの冴えない男ばっかり誘うわけ？」

　こちらは弟のユリエルだ。

　そう、ミシュリーヌが声をかけて断られた青年は、ぽっちゃり型であまりすっきりしない外見をしていた。見るからに地味で、女性の視線を集めないタイプであったのだ。

「どうしてって……」

「ミシュは美人だし語学も歌も得意だろ？　本気で婚活すれば、身分も外見も頭の中も優れた男を絶対落とせるよ。それなのに声をかける男は、どいつもこいつも女にモテなさそうな、冴えない地味～な連中ばかりでさ」

　その軽さが気に入らない！　とは言わず、ぐっと我慢をして質問に答える。

「いい加減なこと言わないで。女性にモテない地味ってる人に相手にされないわたしが、そんななにもかも揃った人に見染められるわけがないじゃないの」

　なにもかも揃っていて遊びに興じる男は願い下げだが、実際に連敗続きであるのは事実なので、反論しながら悲しくなってきた。しょぼんとなってうなだれる。

「どうしてモテないのかしら……」

　落ち込むミシュリーヌに家族全員が困惑したように互いの顔を見合う。

「モテてるじゃないか。ちゃんと誘われてるだろ？」

　と、再びユリエルがツッコミを入れる。ミシュリーヌはその言葉にうなだれたまま左右に首を振った。

「イケメンは好きじゃないの」

「…………地味なのが好きなの？」

　今度はこくりとうなずく。すると一同から「えええーーー」とか「知らなかったぁーー」とかいう言葉が上がった。

「誰だって見た目がきれいなのがいいに決まっている」と、兄。

「そんなことはないわ！　中身が大事なの。伯爵家の者だから、そんなふうに言われるのはイヤだわ」

「でも仕方がないよ、どう頑張ったって、我々が伯爵家の者であることは変えられないんだから」と、弟。

「人は生まれながらに差があるのですから、持って生まれたものを最大限利用し、自らを高めることが大切なのです」と、母。

「ミシュは理想を追いすぎだ」

「僕たち貴族は家を栄えさせ、領地を豊かにすることが最大目的だ。中身とか好きな人とか、ナンセンスだよ」

「一緒に暮らしていればそれなりに関係は築けるものですからねぇ」

　ミシュリーヌは、次から次へと言われて右に左に首を動かすが、だんだん誰の言葉かわからなくなってきた。

「いずれにしても」

　騒々しい中、遮るように言ったのは父だ。

「このままだったら行き遅れる。伯爵家の娘が結婚できぬとあっては世間の恥だ。こっちで選ぶから、お前は黙って嫁げばよろしい」

「ええ！　イヤよ！」

「大丈夫よ、ミシュリーヌ。お父さまは素敵な殿方を選んでくださるわ」

　うんうん、と麗しく微笑んでうなずく母。

「候補を考えてみた」

　父は胸ポケットから紙を取りだして開き、ミシュリーヌの前に置いた。それを覗き込むと、ズラズラとざっと二十人くらいの名前が書き連ねてあった。

「………………」

　どの名前も聞いたことがあるものばかりだ。いや、現在、社交界で貴婦人たちに大人気の男たちだ。それを認識した瞬間、ミシュリーヌの目元口元がひくひくと痙攣を起こした。

「全部イヤです」

　四人の目に力がこもる。明らかに「おい！」と非難している。ミシュリーヌはそれを見て口をへの字に曲げた。

「どの殿方も社交界で名の通った素敵な方々ばかりですよ」

「そうだよ、ミシュ。家柄、見栄え、評判、どれも揃いに揃っている」

「これだけの人物全部イヤだなんて、さすがにわがままだ。お前、自分がどれだけすごい女だと思ってる？」

　父以外の三名に非難されるが、それには答えずに自己主張を口にした。

「結婚なんかしなくていいわ。そもそも結婚しないといけないなんて誰が決めたのよ。わたしは独身で通すわ」

「早く出ていってくれないと困る」と、父。

「だったら街で暮らして自立するわ！　世話になんかならないわよ」

「伯爵家の娘が自立なんて家計が苦しいのかと疑われて大問題ですよっ」と、母。

「じゃあ、ずっとここにいる」

「伯爵家に変人がいると噂になって体面が傷つく」と、兄。

「なによ！　人の気持ち無視してダメダメばっかり！」

「ミシュがダメダメなことばかり言うからじゃないか」と、弟。

「～～～～～～！」

　ダメ出しばかりでミシュリーヌの頭から湯気でも立ち昇りそうな勢いだが、同じくらい家族も怒り心頭の様子だ。そもそも一対四なのだから勝ち目はない。

「我々に決められたくなければ、可能な限り夜会に出席して相手を見つけることだな。そうだな、二か月やろう。この二か月の間で見つけられなかったらオブラン家に大きな利益をもたらせてくれる相手に嫁がせる」

　父がテーブルの上の紙を手にしてミシュリーヌに突きだした。

「この中から選ぶ。これは命令だから心して励め」

　命令と言われ、ミシュリーヌは頭に血が上り、テーブルに手をついて立ち上がった。そして返事もせずにリビングルームから駆けだしてしまった。

「あらぁ～。あれはきっと泣かせちゃったわね」と、母。

「仕方ないよねぇ。やっぱり二十歳にもなって独身ってのは聞こえが悪いし」と、兄。

「それを兄さんが言う？　二十五になってまだ結婚していないくせに？」と弟。

「そうだ。マクシミリアンも同様だ。お前には一か月しかやらん。このひと月の間に決めなければ、私が選ぶからな」と、父。

　兄マクシミリアンの口から「げげげげげっ」と紳士らしからぬ言葉が吐かれていることなど、ミシュリーヌには知る由もなかった。










「うっ、うっ、うっ、ひどいわっ」

「………………」

「そう思わない？　わたしだって一生懸命、婚活してるのよ？　勇気を出してお誘いしているのに、相手が応じてくれないんだから仕方ないじゃない」

「ですが、お嬢さまも声をかけてくださる紳士には応じられないじゃないですか」

「だって、タイプじゃないんだもの」

　髪を梳いてくれているメイドのアンナがミシュリーヌの返事を聞いてため息をついた。

　このアンナは母が嫁入りの際に一緒にやってきたベテランのメイドで、ミシュリーヌを赤ん坊の頃から見てくれている第二の母に等しい女だ。そしてニルスの母である。

「ちょっとぉ、そこは同意して励ましてくれるところじゃない？」

「励まして差し上げたいのはやまやまですが、お嬢さまのお言葉があんまりなものでして」

「どういう意味よっ」

　アンナは髪を梳き終えると、今度は器用に編み込んでいく。

「いい機会ですからこの際はっきり言わせていただきます。厳しいことを申し上げますけど、お許しくださいませね。お嬢さまはご自身については、身分や外見ではなく中身を見てほしいとおっしゃいますが、ご自身だってしっかり相手の外見で判断されておられますよね？」

「え」

「見栄えのいい男性は女性をアクセサリーみたいに見ていて、顔やプロポーションで判断している。外見さえよければ口説き、飽きたり他に見栄えのいい女性を見つけたりすればすぐに乗りかえる。容姿のよくない男性はそんなことはしないだろうから、きっと想ってくれる女性に誠実に接し、大事にしてくれるはずだ、そうおっしゃいます。ですが、それとて偏見で、その男性の内面を見てはいないではありませんか？」

　ミシュリーヌはアンナの鋭い言葉に息をのんだ。

「誰しも容姿の素敵な方には惹かれます。それはもう仕方のないことです。ですが、遊び人かどうかは外見で決まるわけではありません。不細工な人でも浮気性はいますし、権力やお金がある方はそれらにモノを言わせて迫る人もいます。麗しい容姿の方でも好きな人に一途ってことなんてたくさんあります。外見でその人を決め込んでいるのはお嬢さまではありませんか」

「アン、ナ……」

「わたくしからしましたら、お美しいお嬢さまがご自身の外見を自慢して、嫌味を言っているように聞こえますわよ」

　キツい言葉にミシュリーヌの青紫の瞳から再び大きな涙が浮かび上がった。

「わたくしの言葉を、ひどいとおっしゃいますか？」

「……いえ、その通りだわ」

「であれば、お誘いくださる殿方にはきちんとご対応なさり、相手の態度をしっかり観察なさってから、浮気者だとか口先ばかりとかおっしゃってくださいませ」

　アンナの的確な指摘にミシュリーヌの勢いはすっかりなくなり、しょぼんと肩を落とす始末。だがアンナは身分は違えど第二の母であるだけあって、ここで終わりではなかった。

「お一人お一人丁寧に接していけば、お嬢さまを理解し大切にしてくださる殿方にきっと出会えますよ」

「……ホント？」

「ええ、お嬢さまが相手の心根をしっかり見て接すれば、必ず」

「ありがとう、アンナ。わたしが間違っていたわ。お父さまやお兄さまたちを見ていたら、つい男って外見ばかりで判断して不実！　って思ってしまって。気をつけるわ」

　アンナは微笑み、ミシュリーヌの肩を優しくぽんぽんと叩いた。

「では、今宵の舞踏会、頑張ってくださいませね」

「ええ！」

　髪を結い終われば今度はドレスアップだ。ミシュリーヌは舞踏会用のドレスに着替え、アクセサリーを身につけて部屋を出た。

（頑張るわ。イケメンはやっぱりちょっとアレだから自分からは声はかけたくないけど、話しかけられたら断らずにきちんと対応しよう）

　そう心に決め、家族とともに、いざ今宵の舞踏会へ。

　本日は大公が開く舞踏会ということで、馬車は王宮に向かっている。ミシュリーヌは車窓から自国が誇る絢爛豪華な王宮の建物を眺めながら、何度も心の中で「声をかけられたら相手がどんな人であってもきちんと対応する」と唱え続けた。

　車寄せに馬車が向かい、止まる。扉は正装をした王宮使用人が開けてくれる。両親や兄弟たちに続き、王宮使用人のエスコートに従ってミシュリーヌは馬車から降りた。

「さすが王宮での舞踏会は華やかですわね」

「大公殿下の快気祝いだからいつも以上に豪勢だ。今夜は出席者も多い。マクシミリアンとミシュリーヌはくれぐれもぬかりなくやるのだぞ」

　父にひと睨みされ、ミシュリーヌは兄をチラ見した。マクシミリアンのほうはいつも通り飄々としている。

（お兄さまもなにか言われているのかしら？　まぁ、お兄さまはわたし以上に早く結婚して跡継ぎを作らないといけない立場だけど）

　そんなことを考えつつ、口をへの字に曲げる。

（人のことを考えている場合じゃないわ。頑張らないと。お父さまに一方的に決められるのは絶対にイヤ。阻止しなきゃ！）

　気合いの入るミシュリーヌは肩に力を入れ一歩を踏みだした。

　会場は人でごった返している。舞踏会会場で催しに興じる前に、今宵の主催者である大公ファミリーに挨拶をしなければならない。そのための列ができていて、オブラン一家も並んだ。

「これはオブラン伯爵、お久しぶりでございます」

「おお、これはローランド男爵。まこと久しい」

　前後でこんな会話が交わされる。だが、爵位を持たない下級貴族などは、高位の貴族が自分の後ろに並ばれるのは居心地が悪いので先を譲る、などということも起こる。そんなこんなで身分の差が如実に出る貴族の付き合いというのは、なかなか大変なものであった。

（早くご挨拶を済ませて婚活しないと。お父さまは一見のんびりしているように映るけど、一度言い出したらきかない頑固者だから）

　などと考えている間に、ようやっと順番がやってきた。大公とその隣に座っている大公夫人はなかなか立派な体格で、ミシュリーヌは何度見ても眉間にしわを寄せてしまいそうになる。多少ふくよかなのはいいが、この夫婦の太りようはあまりに不健康的すぎて見ていて不快なのだ。が、必死でそれをこらえ、笑顔で淑女の礼をした。

「大公殿下、妃殿下にあらせられましては、ご機嫌麗しく。このたびの快癒を心よりお喜び申し上げ、また今宵の祝いの場に招待いただきましたこと、まことにありがとう存じます」

　父の挨拶の言葉を、ミシュリーヌは不遜にも、

（舌、噛みそう）

　などとぼんやり考えている。さらには、

（正しい食生活と適度な運動をすれば、病気になんてかからないのに）

　とまで思っている始末。そして大公から労いの言葉をかけられ、ようやく自由に動き回れるようになった。

「では、ユリエル、ミシュリーヌを頼みましたよ」

　母の言葉が合図で家族は散っていく。両親は最初こそ夫婦で社交の挨拶を交わしていたものの、その後はそれぞれ親しい友人たちと合流。マクシミリアンは一人で行動し、若い娘は一人ではいけないのでユリエルがエスコートする、といった具合だ。ここでミシュリーヌが今宵のパートナーを見つけるか、もしくは女友達と合流すればユリエルはお役御免になるのだが。

「姉さん、頼むよ、僕も遊びたいんだから、さっさとパートナーを見つけてね。友達と合流するのを見送ったとなると父さんたちになにを言われるか」

「……うるさいわね。わかってるわよ」

「いや、わかってないと思うよ？　姉さんは――」

　ユリエルは言葉の途中でやめてしまい驚いたように目を見開いている。

「なによ。ユリエル？　どうかした？」

「姉さん、こっち！」

　ユリエルが腕を掴み、引っ張った。それが思いのほか強く、手首が痛い。

「放してよ、痛いじゃない」

「いいからっ」

　グイグイ引っ張られ、会場の入り口付近に向かう。そしていきなり立ち止まったかと思うと、人と話をしている若い男に礼をした。

（ユリエル？　誰、この人）

　襟足長めの黒髪に澄んだ青い瞳。鼻筋が通ったシャープな顔立ちのその男は、誰が見ても見入ってしまうほどの美丈夫だった。背もすらりと高く、姿勢もいい。

「殿下、ご無沙汰しております。ユリエル・オブランでございます」

「やあ、ユリエル、久しぶりだね」

　にこりと微笑む姿は、なんだか光り輝いているようだ。ミシュリーヌが目をぱちくりさせていると、ユリエルが体をひねって男に紹介を始める。

「姉のミシュリーヌです」

「こちらがユリエルの姉君か。噂はかねがね」

　かねがね？　と目を眇めて聞き返しそうになるのをユリエルが腕を引っ張って止めた。そして続ける。

「姉さん、この方がティエル・ロワイエ殿下です」

　ティエル・ロワイエ殿下？　と反復しかけて硬直する。

「第二王子殿下！」

　ユリエルが、うんうん、とうなずく。ミシュリーヌは慌ててドレスの端をつまみ、淑女の礼を取った。

「はじめてお目にかかります、王子殿下。ミシュリーヌ・オブランでございます。どうぞお見知りおきくださいませ」

「こちらこそ、はじめまして、ミシュリーヌ嬢。今宵は叔父の舞踏会に出席いただき、感謝する」

「いえ、こちらこそお招きいただき、感謝の言葉もございません」

「では殿下、姉をお願いいたします。僕はちょっと用事がございますので」

「ええ！」

　と、王族の前で無作法にも驚きの声を発したミシュリーヌを置いて、ユリエルは早々と立ち去ってしまった。ユリエルの明らかな思惑にミシュリーヌの心にはふつふつと怒りが湧いてくる。そうなると、王族だと思って慌てた心も落ち着き、冷静さが戻ってきた。

「ユリエルはなかなか優秀だね」

「……そうでしょうか？　わたくしには短慮に映りますけれど」

　声のトーンを下げて、そう答える。そして軽く会釈をした。

「では、殿下、わたくしはこれで」

「え？」

　驚いている間にさっと身を翻し、人混みを選んで走るように歩いた。背後から「ちょっと、君っ」という声が聞こえるが無視だ。

（やっぱりイケメンはダメーーーー！）

　心の中で叫びながら、人をかわしつつ進み、大きなカーテンの陰に身を隠した。そこで荒くなった呼吸を整える。

（ユリエルったら！　よりにもよってティエル殿下に紹介するなんて！　許すまじ！）

　作った拳がふるふると震える。ミシュリーヌの中では最大級「ない」相手であった。いかにアンナに叱責されても、この男だけは絶対にない！　と誓える。

　その理由は、第二王子のティエル・ロワイエは女たらしで遊び人と超絶有名だったからだ。王族の仕事もろくにせず、遊びほうけ、女と見ると近づき家柄も容姿も関係なく口説くという話だ。

　妾腹だが、出産時に実母は亡くなり、王妃が実子である王太子と分け隔てなく育てたというのにこの体たらく。周囲は陰で「アホ王子」と呼んでいた。なのだが、すらりとした体躯と甘いマスク、達者な話術で女たちを魅了するのだ。そういう意味では、アンナに説教される前のミシュリーヌの〝許せない男〟を文字通り具象化したような存在だった。

（あああーーー、くそくらえだわ！）

　いつまでもカーテンの陰に隠れているわけにもいかない。息が整ってきたので改めて婚活の開始である。

（よし！）

　気合いを入れ、一歩を踏みだした。

「あ」

「やあ」

「！」

　入れたばかりの気合いを挫く軽薄な笑みが目の前に。ミシュリーヌは、ひゅっ、と息をのんで固まった。

「逃げることはないだろう？」

「……いえ、逃げては」

「そう？　では、一曲お願いできる？」

　またしても、ひゅっ、と息をのむ。が、今度はキッと睨みつけた。

「申し訳ありませんが、わたくし、これから帰るのです」

「今来たところなのにもう帰るの？」

「ええ、もう帰るのです」

　するとティエルはくくくっと喉の奥を鳴らして笑った。

「なにかおかしいですか？」

「いや、別に。ただ、ユリエルが以前話していた通りだと思ってね」

「ユリエルが？　なんと？」

「ああ。男に誘われたらことごとく断って家に逃げ帰ってしまう、とね」

「！」

　逃げ帰る、と言われて怒りが脳天を貫かんとしたが、その怒りが眼前の第二王子に対するものなのか弟に対するものなのか、まったくわからない。そのため言葉が出てこなかった。

「あっ」

　ティエルがいきなりミシュリーヌの手を取ったのだ。そして指先にちゅっとキスをした。

「――――――」

　そのキザったらしい仕草があまりに自然で板についていて、ミシュリーヌからますます言葉を奪う。惚れ惚れするような微笑みを合わせ、視線を奪われてまったく身動きができなくなってしまった。

「せっかくユリエルが紹介してくれたんだ、そんなつれないことは言わず、一曲くらいいいじゃないか」

　ん？　と微笑みながら首を傾げる姿のかっこいいこと。特に目元に浮かぶ色気は抗えない魅力がある。

（ふわわ、これが貴婦人たちを落としてやまない魔の微笑み……じゃないわよっ！　しっかりしなさい、わたし！）

　我に返って手を引っ込める。

「いえ、ダンスは遠慮しておきます。大変人気の殿下と踊れば、わたくし、嫉妬を買ってしまいますわ」

「そんなことはないよ。みな平等に接しているからね」

「……では、その平等の最後に加えてくださいませ。舞踏会は始まったばかりですので、殿下のお相手をつつがなく果たせるよう、練習してまいりますので。では、失礼いたします」

　会釈をしてするりと真横をする抜け、ミシュリーヌは再び人混み目指して早足で進む。追いかけてきているのはわかっているが、振り返らずに進んだ。そのうち、殿下ぁ～、という黄色い声がいくつも聞こえてきて、彼が貴婦人たちに捉まったことを背で知ると、ほっと安堵のため息を落とした。

　ミシュリーヌはまたしても息を弾ませてしまったので、今度はワイングラスを手にしてテラスに出た。

（アンナに注意されて反省したし、納得もした。家柄や見かけで判断しないでって思っていたくせに、自分もそういう目で見て地味な人を選んでいた。だからきちんと会話をしてその人の人となりを確かめるんだって誓ってここに来たけど、殿下だけはダメ！　だって悪い話しか聞かないんだもの。気に入られても面倒だけど、間違って騙されて、好きになってしまったら泥沼よ！　近寄らないに限るわ）

　微笑みに見惚れたことは事実だ。それは危険なことだ。ミシュリーヌはブンブンと首を振って頭の中からティエルの姿を追い払おうとした。

「ミシュ！」

　そこにユリエルの呼び声が響く。声のしたほうに顔を向けると、息を弾ませながらユリエルが駆け寄ってきた。

「どうしたの？」

「どうしたのって呑気だな、姉さんはっ。殿下にダンスに誘われたんだろ？　なんで逃げるんだよ」

「なんでって……踊りたくなかったからよ」

「はあ？」

「婚活は頑張るわ。だけど殿下はダメよ。あんな浮気性な人となんて続かないもの。それにね、ユリエル。殿下にとってはお誘いなんて一夜の遊び相手よ？　わたしは本気の婚活に来ているの。二か月内に見つけないとお父さまに決められちゃうの。殿下の遊びに付き合っている場合じゃないわ」

「なにを言って……」

「正論を言ってるの」

　呆れるユリエルの前でミシュリーヌは手にしているワインを口にしつつ、フンと顔を背けた。

「殿下に気に入られたら妃殿下になれるんだよ？　オブラン家と領民たちがものすごく栄えて潤うんだよ？　最高の名誉なんだ。わかってる!?」

「わかってるわよ。だけどそのために一生泣いて暮らすのはイヤよ」

「姉さん、ちょっと真面目に考えてよ」

「真面目に考えてます。あーもう、腹が立ってきたわ。もう帰る」

「ちょ」

　巡回している給仕にグラスを渡すと、ミシュリーヌは歩きだした。それをしばらく呆然と見つめていたユリエルは、くっと奥歯を噛みしめ、ミシュリーヌとは異なった方向に歩き始めた。そして家族と合流すると、みなでとある場所に向かった。そのとある場所がなんと、王妃の私殿であることなど、一人先に自邸に帰ったミシュリーヌには知る由もなかった。

















第二章　外堀が埋められた縁談












　――王宮。

　ティエル・ロワイエは王妃に呼び出され、なんだか嫌な予感しかしない気持ちを押し込めて歩みを進めていた。もう〝出頭〟の心地だ。が、王妃にはどうにもこうにも頭が上がらないし、なによりも一目も二目も置いて尊敬している。

　今、こうして安穏と暮らしていられるのは、すべて王妃のおかげなのだ。もちろん王妃には王妃の思惑があることはわかっているのだが、それでも尊敬に値する存在であることに違いはない。

（ああ、本当に嫌な予感しかない。というか、やっぱり、アレ、だろうな）

　ここ最近、顔を合わせたら「国を思うなら早く結婚しなさい」と言われるのだ。

　ティエルの実母は出産時に他界している。生まれたばかりのティエルを我が子とまったく差異なく接して育て、「妾の子」と蔑む者には厳しい沙汰を下した。本来なら忌まれても仕方がない存在なのに、である。

　そればかりか、第二王子として王太子を守り支え、万が一のことがあれば王太子となって国を継ぐのです、とさえ言い切る。そうやってずっと守ってくれた存在であった。

「ティエル・ロワイエ、お呼びにより参上仕りました」

　丁寧に紳士の礼をとる。王妃は一つ力強くうなずき、ソファに腰かけるように促した。

「では、失礼いたします。それで、お呼びの件はどういったことでしょうか？」

「わたくしの願いを聞いていただきたいのです」

「……それは、なんなりと」

　たらり～ん、と背中を冷たいものが流れていくが気がつかないフリをする。

「結婚を命じます」

　命令？　先ほどは「願い」とおっしゃったが？　とは言えないので別の言葉を口にする。

「それはまた、唐突なお話で」

「唐突ではありません。常々あなたには早く結婚してわたくしを安心させてほしいと述べてきました。女好きで尻軽い愚かな第二王子を演じるのはもうやめて、結婚し、子を成してほしいのです。ヴィルキスの体のことを考えていただきたいわ」

　孔雀の羽根の扇をゆっくりと揺らしながらの話し方だが、口調には若干の苛立ちが感じられる。

「母上、それを口にしてはいけません」

「人払いをしています」

「それでもです。その件は重々承知していますが、だからと言って目立つことをしたくはありません。つまらぬ連中を刺激しないためにも、私には子はいないほうがいいのです」

「いいえ。世継ぎは必要です。むしろヴィルキスよりもあなたの子のほうが安全かもしれないのです」

「であれば、少なくとも兄上に男児ができてからです。それまでは承認できません」

　王妃は揺らしていた扇をパタリと音を立てて閉じると、テーブルに置いた。その怒りをも含んだような毅然とした姿にティエルが口をつぐむ。

「先か後かは神がお決めなさいます。まずは結婚を。相手はわたくしが決めました。今から述べる娘を口説き、了解を取りつけなさい」

「……え、え？　ちょっとお待ちください」

「待ちません。名はミシュリーヌ・オブラン。オブラン伯爵のご令嬢です。少々変わり者とのことですが、そのくらいのほうがあなたにはちょうどいいでしょう。昨夜の舞踏会で顔合わせは済んでいるとのことですから、以後はあなたから誘えばよろしいでしょう」

　縁談相手の名前にティエルの頬がピクンと跳ねた。

「なぜそこまでご存じで？」

「あの日、オブラン伯爵とご家族がいらっしゃったのですよ。娘がティエル王子からお誘いを受けたようで、なんとか取り持ってはもらえないでしょうか、と」

「あの、私の名誉のために申し上げますが、誓っていかがわしいことは言っていないししていません」

「わかっています。向こうも責任云々と言っているのではなく、二十歳にもなって結婚しようとしない娘に手を焼いているので、なんとか力を貸してほしいという懇願です。別にあなたでなくてもよさそうですが、こちらも渡りに船。二人が結ばれれば一石二鳥と思ったのです」

　そんな安直な、とは言えず、ティエルは難しい顔をして視線を逸らした。とはいえ、昨夜のミシュリーヌ・オブランの態度は少々興味を抱くものではある。今までにないタイプであることは間違いない。

（俺の誘いを断った女は初めてだ）

　とはいえ、はいはいと二つ返事で了承するのは癪だった。

「かしこまりました。他ならぬ母上の願いとあらば、このティエル、全力で努力いたします。ですが何分、乙女心は難しい。努力してもかなわなかった時はお許しください」

「それは致し方ありません。我が国は女性の意志を尊重しますので」

　意志を尊重されず、政略結婚で隣国から嫁いできた王女がこの王妃だ。ティエルは王妃の心情を察し、申し訳ない気持ちにこうべを垂れた。

「話はそれだけです。ティエル、くれぐれもよろしく頼みます。わたくしは……」

　ふと声が途切れ、またその途切れた声が震えたように感じて、ティエルは顔を上げた。思った通り、王妃の緑の瞳がわずかに潤んでいる。

「お腹を痛めて産んだ我が子はかわいい。ですが、だからこそ、わたくしはあなたを頼らないといけないのです。どうか、ヴィルキスをお願いします。わたくしの打算に……感謝などしなくてよいですから」

　初めて聞く弱音とも取れる王妃の言葉に、ティエルはなにか嫌な感触を抱いた。そして再び深く頭を下げた。

「いえ、母上がどのようなお気持ちでいようと、このティエルが母上に守られて育ち、今があることは事実です。感謝しております。どうか信じてください。私はいかなることがあろうと、兄上を守り、支えます」

「ええ、もちろん信じておりますとも」

　王妃は震える指を動かし、再び孔雀の扇を手に取った。開いてゆっくりと動かし始める。それを退出の合図だと察したティエルはすっと立ち上がって礼をすると、そのまま王妃の部屋をあとにした。

（兄上になにかあったのかもしれない）

　逸る気持ちを抑えて次に向かったのは王太子ヴィルキスの執務室だった。従者に面会希望を告げると、すぐに中へと通され、ソファを勧められた。

「突然どうした。なにかあったのか？」

　五つ年の離れた兄は、見た目にはなんの異常もないのだが、突然原因不明の発作に見舞われるのだ。時には意識を失うことがある。だが治療の方法もわからないので、ただ様子を見守るしかできない。

「体の具合はどうかと思って」

「私のか？」

「もちろんだ。また発作が出たかのかと」

　ヴィルキスは小首を傾げた。が、ふと両眼を瞬き、ふっと笑みを浮かべた。

「母上がなにか言ったのか？　であれば杞憂だ。ここしばらくは発作もなく、まったく問題ない」

「……そうか。それはよかった。いや、兄上についてなにか言われたわけではなく、貴婦人の名を挙げて結婚せよとおっしゃったものだから、もしかして、と思ったまでなんだ」

「ほう。それは母上にしては珍しく強硬だな。あの方はこの国の行く末を守るようにと命じられて嫁がれた。私になにかあれば、役目を果たせない愚かな女に成り下がってしまう、だから第二王子を立派に育て上げ、万が一に備えようと必死だ。そんなに気負わなくともよいのに、と思うが、それが王妃としての矜持なのだから仕方がない」

「……ええ」

「お前の産みの親にも懺悔の気持ちで苛まれている。二人目も病気持ちではと案じ、侍女を勧めて子を産ませようとしたが、その侍女を死なせてしまった。すべて自分のせいだと思われているのだから」

　語る兄の言葉に、ティエルは返事ができなかった。

　出産は命の危険を伴う。誰も咎めることも咎められることでもない。ただ王族で、国を守らねばならないという立場だっただけなのに。そしてティエルは思うのだ。

（叔父上がくだらん野心など抱かず、父上を支えればなにも案じることなどないというのに――）

　仲のいい兄弟だったと聞いているが、大公は結婚したとたん態度が変わってしまった。本人は周囲が気づいていないと思っているだろうが、王位を求めている夫婦の様は誰の目にも明らかだった。

（愚かだ。が、だからこそ、やりやすい）

　継母とあまり関係がよくない、と大公に語り、慕うティエルを夫婦そろってしっかり騙されて信じているのだから。

「お前が結婚するのは大賛成だ」

「……まぁ、それは……はあ」

「早く決めろよ」

「兄上も、早く世継ぎを作ってくれよ」

「そうだな」

　遠い目をして同意した兄を、ティエルは胸の詰まる思いで見つめたのだった。










「えええーーー！　うそーーーーー！」

「嘘じゃありません。国王陛下とティエル王子殿下からの正式なお話です。そういうわけなので、さっさと着替えてご挨拶に行ってきなさい！」

　母に一喝されて首をすくめるミシュリーヌだが、周囲にいる父兄弟はパチパチと拍手をしている。それがやたらめったら気に入らない。キッと睨むが、三人は逆に笑い返してきた。

　大公の舞踏会から三日が経った今し方、王宮からオブラン伯爵家に先触れがやってきたのだ。

「大丈夫、いろいろ噂されている殿下だが、実に優秀なお方だ」と、父。

「そうかしら？　いつも遊びほうけていると聞くけど」

「勉強はとてもできるそうだし」と、兄。

「王立学校には通われていないから、全部家庭教師の話でしょ？　王子の成績を悪く言う人なんているのかしら？」

「そんなことはどうでもよくて、ミシュが殿下と結婚したらオブラン伯爵家は安泰ってことが重要なんだ。けど、殿下は女性の扱いに慣れていてとても優しい方だから、ミシュはなにもせずに任せていればいい。そもそもね、僕ら貴族は家と領地を守ることが大事なんだ。好きとか嫌いとか、二の次三の次だ。ミシュには自覚が足りないんだよ」と、弟。

　極めてもっともなことを弟に言われ、ミシュリーヌはぐっと詰まり、目を逸らせるしかできない。

「ミシュリーヌ、間もなく迎えの馬車が来るから、早く用意を」

「……はい」

　先触れの話では王宮から迎えの馬車が来るので、数日滞在するための準備をして待っているように、とのことだったのだ。

　日用品や衣類は王宮で用意するらしい。滞在に必要な個人的嗜好だけ揃えたらいいとのことで、メイドに着替えとわずかな手持ち回りを準備させ、迎えを待つことになった。

（行きたくないけど、わたし自身の口でお断りしない限りこちらの意志は伝わらない。あの女たらし王子にはっきりイヤだって言わないと！）

　待つことしばし。ようやく王宮からの馬車がやってきた。

（うぅっ！）

　身構えるほど豪奢な馬車だった。四頭立てで黒地に金の装飾が施され、太陽の光を受けて至る所がキラキラと輝いている。正装した御者が丁寧に礼をして、ミシュリーヌに手を差し伸べた。

「あ……ありがとう」

　戸惑いつつ礼を言えば、極上の笑みで応えられる。さっきまでの決意と勢いはどこへやら。馬車に乗り込めば、家族が満面の笑みでこちらを見ていた。

（――くっ）

　悔しいが、あまりに恐れ多い待遇に頭の中は真っ白のままだ。

「では、お嬢さまをお預かりいたします。ご帰宅の際は、先触れを寄こしますので、よろしくお願い申し上げます」

「こちらこそ、よろしく頼む」

　御者が御者台に戻るとすぐに動きだした。父以外の三名が手を振っている。無視しようかと思いつつも、つられてミシュリーヌも手を振り返していた。

　馬車が正門を出れば、なんだかもうあきらめの境地だ。王宮内では孤立無援だ。いや、家族が一緒に行ってくれたとしても、けっして味方はしてくれない。そういう意味ではミシュリーヌの味方になってくれる者はいない。だが、自分のエリアでの戦いと、相手のエリアでの戦いは精神的な負担が天と地ほど違う。敵陣一人乗り込んで戦わなければならないというのは不安で仕方がなかった。

（ううう……こわい）

　膝の上で握った両手がかすかに震えている。王族を前にして、「お断りいたします」とはたして言えるだろうか？

（うぅん、違う。これでいいのよ。自邸だったら絶対言わせてもらえないわ。きっとお父さまやお母さまが勝手に了解して縁談をまとめてしまう。こわいけど、一人で出向けば受け答えするのはわたししかいないのだから、自由に発言できる。わたしさえしっかりしていれば、きちんと断れるわよ）

　この国では、結婚を決めるのは事実上、女なのだから――と、ミシュリーヌは己に気合いを入れた。

　王宮に到着した。すでにエントランスで正装した案内人が待っていた。

「ようこそお越しくださいました。お待ち申し上げておりました、オブラン嬢。こちらへどうぞ」

　丁寧に挨拶され、先を促される。黙ってついていくと、普段は立ち入ることのできない王族の私殿へと案内された。

（う、わ……謁見の間なんかもものすごく華やかだけど、王族のプライベートエリアもまたすっこくゴージャス……）

　連なる扉を通り越し、一番奥までやってくる。扉の両サイドには衛兵が立っていて、この奥に王族がいて待っているのだと思うと、なんだか足まで震えてきた。

　案内人が軽くノックし、一言発すれば、左右に扉が開かれる。

「どうぞ」

　促されてミシュリーヌは一歩を踏みだした。部屋の奥、大きなテラス窓の傍に置かれたソファセットに人の姿が見える。

　ミシュリーヌが近づいていけば、中央には女性が座り、その左右に若い男性がいて、二人がさっと立ち上がった。三名とも知っている。我が国の王妃と、右に立つは王太子、左に立つは縁談相手のティエル第二王子だ。

　ミシュリーヌは三人の前まで来ると、ドレスの端をつまんで淑女の礼をし、挨拶を述べた。

「お招きいただきまして、ありがとうございます。ミシュリーヌ・オブランでございます」

「ようこそいらっしゃいました。急な呼び立てでしたのにご足労いただきありがとう。今回のことで相談があるので、まずはおかけになって」

「失礼いたします」

　軽く礼をして勧められたソファにかけると、王太子とティエルも座った。王太子もイケメンではあるが、ティエルのほうが際立っていい男っぷりである。ミシュリーヌは彼を見ないように視線を王妃に固定した。

　隣国の王女だった王妃は凛とした感じの美女である。姿勢がいいから余計に気が強いイメージを与えるのかもしれない。まっすぐにミシュリーヌを見つめる様子はこわいくらいだ。

「まずはこの場に国王陛下と王太子妃が同席しなかった理由から。お二人ともあなたにお会いしたいとのことだったのですが、一家全員が居揃ってしまえば大きなプレッシャーを与えると思ったのです。緊張して言いたいことも言えなくなってしまっては本末転倒。それに陛下からなにか言われたら、誰も言い返せないでしょう？　なのでまた改めて場を設けますので、この場だけは許していただきたいと思っています」

「とんでもないことでございます。恐れ多うございます。どうか、お気になさいませんように」

　ミシュリーヌがそう答えると、王妃の表情が若干緩んだように見える。が、まなざしは変わらず鋭い。

「では、本題に。迎えをやった際に話は聞いたと思いますが、こちらのティエルの妃候補にあなたをと思っているのです。とはいえ、今すぐに返事を、などと乱暴なことは申しません。しばらくこちらに滞在し、互いに親睦を深め、その上で気持ちを聞かせてもらえたらと思っています」

　ミシュリーヌは気づかれぬように奥歯を噛みしめた。これでは「イヤです、帰ります」とは言えないではないか。

「ティエルにはしばらく公務を休んであなたのエスコートをするように命じています。慣れない王宮でも不便のないよう手配しているので、安心して過ごしてください」

「は、い……」

　ますます「イヤです、帰ります」と言えない。というよりも、言わせないようにしているのだろう。そもそもこの部屋に足を踏みいれた瞬間から、ミシュリーヌの計画は水泡に帰していた。

　ティエルだけならまだ勇気を掻き集めて断りの言葉を言えたはずだ。が、王妃に向け、イヤだと言える人間がどれだけいるだろう。さらにはご丁寧に王太子まで同席して睨みを利かせている。それはこの縁談が、ティエルの気まぐれなどではなく、ロイヤルファミリーの意志であることが明確に示されているのだから。

（絶対、確信犯。あうぅ、どうしよう）

　断る方法を考えていると、今度は王太子がにこやかな表情で話し始めた。

「弟にはいろいろと噂があるが、どうか気にしないでいただきたい」

「………………」

「いや、本当なのだ。この件は兄である私が証言する。けっして不誠実でも愚か者でもなく、優秀な男だ。私を信じてほしい」

　懇願にも似た口調だが、目は真剣だった。あまりの目力にミシュリーヌは息をのみ、思わず無作法にもコクコクとうなずいてしまった。

「そうか、わかってもらえたらありがたい。とにかく、自慢の弟だ。胸を張って勧められる。どうかよい返事をお願いしたい。ティエル、お前も大事にして差し上げるのだぞ」

「かしこまりました」

　神妙な面持ちで返事をするティエルに、ミシュリーヌはチラリと一瞥だけをして視線を王太子に戻した。が、王妃もじーーーーっと見つめていることに気づき、冷や汗。口角を頑張って上げてから顔をティエルに向け、軽くうなずく。

「よろしくお願いいたします、殿下」

　返事を絞りだすと、ティエルも「こちらこそ」と返す。なんだか奇妙な沈黙が訪れ、そわそわしてしまう。

「わたくしどもはこれで失礼させてもらいます。では、まいりましょうか」

　王妃が顔を王太子に向けて促した。

「そうですね。では、オブラン嬢、また」

　ティエルがさっと立ち上がったのでミシュリーヌも慌ててそれに従った。そして淑女の礼を取る。王妃と王太子も立ち上がり、歩きだした。その際、王太子がティエルの肩にぽんと手を置いたことを見逃すことはなかった。

　二人が部屋から出ていくと、ドッと疲労が襲ってきた。背中が汗で濡れているような気もする。なによりも暑い。広い空間で窓も開いているというのに。

「冷たいものでもどうぞ」

　ティエルがグラスに注いだ水を手渡してくれる。それを受け取って口をつけてみると。

「！　これ、なんですか？」

　口の中で水がしゅわっと弾けた。

「王宮の庭園内に滝壺があるのだが、そこから湧き出ている水は発砲しているんだ。それを瓶に詰め、冷やしている。のど越しがいいと思うが、どうだろう」

「とっても爽やかでおいしいです」

「それはよかった」

　ミシュリーヌはさらに注がれた二杯目も飲み干してしまった。

「さて、本題だが」

「そうですわね、本題のお話をしなければなりません。今回の縁談ですが、殿下は乗り気なのですか？」

「――え？」

「これほど浮き名を流していらっしゃるのですし、聞けばご結婚は望まれていないのでしょう？　であれば破談でよいのではないか、と思うのです」

「………………」

「わたくしではあまりに力不足。殿下にはもっと高位で美しい令嬢がふさわしいと思うのです。破談で進めませんか？」

　ミシュリーヌは用意していた言葉をするっと言えて大満足であった。ティエルがなんとも難しい顔をしていることにも気づいていない。

「先日も拝見しましたが、とってもおモテになって、引っ張りだこでしたでしょ？　あんなに人気なのにわたくしのような平凡な女ではもったいないと思うのです」

「平凡……本気で言っているのか？」

　思いがけない質問に一瞬口を閉じるが、ミシュリーヌは頑張って微笑んだ。

「それはまぁ、それなりだと思ってはいます。伯爵家の出ですし、両親も兄弟たちもなかなか見目好く人気があるようなので、わたくしも相応なのかな、とは思うものの、ですがわたくし、ぜんっぜんモテないのです」

「モテない」

「はい。どれほどお声がけさせてもらっても敬遠されて……なのでもう結婚せず、勉強を続けて、将来は甥や姪の家庭教師でもしようかと。そんな女が殿下との縁談を望めるはずがございませんし、殿下も好みではないと思うのです。ここは性格の不一致ということで、よろしいかと」

「………………」

「本日出向いて本日帰っては王妃さまも疑われると思いますので、明日発とうと思います」

「ちょっと待ってほしい。それでは俺が王妃に叱られてしまう」

　え？　とミシュリーヌは両眼を見開いた。

「王妃が、陛下や義姉上あねうえが揃った場を改めて設けると言ったのを聞いただろう？　王妃は陛下からそれを命じられているんだ。果たせず君が邸に帰ったとなると、不快にさせたとなって俺は大目玉を食らってしまう」

「――――あ」

「それに、今すぐの返事は不要だから、しばらくこちらに滞在してもらい、互いに親睦を深めたのちに気持ちを聞かせてほしい、とおっしゃっただろう。さらに俺は君のエスコートを命じられている。王宮で不便のないよう最善を尽くさねばならない」

　確かにその通りだろう。しかしミシュリーヌとしては、用のない場所で過ごすのは居心地が悪いだけだ。わかりました、とはなかなか言えない。

「君が乗り気でないのはわかった。であれば、不自然のない形で帰宅してもらえるよう取り計らおう。だからそれまでの間は窮屈だろうが、我慢してここに留まってほしい」

　そう言われたら否とは言えない。王妃も当然だが、ティエルのメンツも潰すわけにはいかないからだ。

「……は、い……わかりました」

　消え入りそうな声のミシュリーヌとは裏腹に、ティエルの顔がパッと明るくなった。

「それは助かる。君の部屋を用意させているから案内しよう」

「殿下がですか？」

「ああ、君のエスコートを命じられているからね」

　王妃に命じられているからやむなしということか、とミシュリーヌも納得する。

（殿下はやっぱりわたしのような女はタイプではないのよ。だったらお互いさまで話は早いはず）

　そう考え、ほくそ笑む。

「それから〝殿下〟では少々堅苦しくてやりにくい。俺のことはティエルで充分だ。俺も君のことはミシュリーヌと呼ばせてもらう」

「えぇっ!?」

「え？」

　ミシュリーヌのあからさまなイヤモードの反応にティエルが驚いたように目を見開く。

「イヤかな？」

「えーっと……」

　ここであまり抵抗すると本気で不興を買うかもしれない――という気持ちが湧いたが。

（だったらさっさと追い返されるかもしれないわ。あ、でも、逆効果を起こして嫌がらせに帰宅を禁じられるとか……って、王子さまがそんなくだらないことはしないわよね？）

　グルグルと考えていると、次第にティエルの眉間にしわが寄り始め、あまりよい状態ではないことが伝わってくる。それを敏感に察し、ミシュリーヌは無理やり微笑みを浮かべた。

「かしこまりました。恐れ多い事でございますが、殿下のことはティエルさまと呼ばせていただきます」

「それでいい」

　目が合い、逸らせない状態に頬がひくひくと痙攣する。さすがにそれは抑えられない。困惑と動揺に心は焦るばかりだ。

「では、行こうか」

　そう声をかけられ、立ち上がる。エスコートされて廊下に出ると、付近を歩いていた王宮の使用人たちがミシュリーヌに注目し、二人に向けて礼を取った。

（う……わ、すっごいイヤかも……だってティエル殿下の縁談候補だって覚えられてしまったら、破談になったあとの婚活に響くじゃないの。ますます不人気になって、お父さまに相手を決められてしまうわっ）

　すれ違う使用人たちが二人に気づくたびに礼をしていく中を居心地悪く進み、ようやく一つの扉の前で立ち止まった。

「滞在中はこの部屋を自由に使ってくれたらいい」

　ティエルはそう言いながら扉を開けてミシュリーヌを中へ招き入れる。淡いピンク地に花柄の壁紙は愛らしく、調度品も若い娘が好むようなかわいいものばかりだ。特にベッドにかけられている天蓋は、うっすらピンク色のレースで、細かなバラの模様が刺繍されている。

　伯爵令嬢のミシュリーヌも高級品には慣れている。それでも目を瞠るものばかりが揃えられていて、改めて王家の存在がいかなるものかを思い知らされた。

「どう？　気に入った？」

「はいっ、それはもう。わたくしにはもったいないもので……」

　ありがとうございます、と続けようとしてミシュリーヌは自らも思いもしない言葉を発していた。

「別のお部屋に変えてもらえないでしょうか？」

「え？」

「あ、いえ、その、えっと……こんなにしていただくのは恐縮すぎますので……」

「うれしくない？」

「いえ！　とんでもないことでございます。うれしいです。うれしいのですが、身に余りすぎて、落ち着きません」

「………………」

　沈黙され、ミシュリーヌは焦ってますます言葉を続ける。

「王妃さま方が不自然に思われない程度の時間を過ごすだけですし、破談にする相手にこのような豪華はお部屋を与える必要はないと思うのです」

「……そうか。君の考えはわかったが、この部屋を選んだのは王妃だ。俺の一存では変えられないし、王妃の善意だからそのまま受け取ってもらいたい」

「！　さようでございましたかっ。それは失礼いたしました。では、厚かましいですが、使わせていただきます」

　王妃のセレクトなら致し方ない。そんなことを考えているミシュリーヌの様子を見下ろしているティエルは、誰の目にも明らかに不機嫌だった。

「この部屋にあるものはどれも自由に使ってもらっていい。足りないものは遠慮なく言ってくれ。隣の部屋にメイドが控えているから、テーブルにある鈴を鳴らせばいい。駆けつけてもらってすぐの面会で疲れただろう。夕食の時間までは自由に過ごしてほしい」

　ティエルはミシュリーヌの手を取り、甲にくちづけを落とした。

　くっと息を詰め、その挨拶を受け止める。それから去っていくティエルの背を見送った。

　パタンと小さな音を立てて閉じられた扉をしばし見つめたのち、ミシュリーヌは足元から崩れ、床に座り込んでしまった。

　ドキドキと強く速く打つ鼓動。胸に手をやって大きく深呼吸する。

（あー、驚いた。イケメンの完璧な礼儀は心臓に悪いわ。だけど女性のお尻ばかり追っかけているような女たらしはごめんだから、当てられないように気をつけないと）

　ミシュリーヌだってごく普通の感覚を持ったうら若い乙女だ。結婚相手としては苦労するだろうからよろしくないと思っているだけで、別にイケメンを憎んでいるわけではない。嫌いではいるが。

（まぁ、殿下がわたしを気に入るなんて自惚れるつもりはないけど、王妃さまのお勧めだしこれならまあいいか、なんて妥協されたら困るから、適度な不興を買って追い返されるようにしないと）

















第三章　どうにも追い詰められている感が！












「ここでお食事ですか？　また風流ですこと」

　広い庭園は細部まで整えられており、数多の花が咲き乱れている。少し小高くなった丘の上にはガゼボと呼ぶには大きくゴージャスな造りの休憩処があり、そこに三人分の食器が並べられていた。

（あと一人は誰かしら？）

　ティエルと二人だけの食事は避けたいのが本心だったので同席者がいることは大歓迎だ。が、もしそこに王妃が座ろうものなら、とたん窮地に陥ることは間違いない。それだけは避けたいが。

「ダイニングだと緊張するだろうと思って」

　なかなかの心遣いだとは思うが、それ以上に早く三人目が誰なのか知りたい。

　給仕が水とワインをそれぞれ注ぐと、人の気配に気づいたのか礼をする。ミシュリーヌはそれを見て体を捩った。

「そのままでいいよ」

　そう言ったのは王太子のヴィルキスだった。

「王太子殿下がご同席くださるのですか？　光栄に存じます」

「そう？　それはありがとう。いきなり二人だと会話も難しいだろうし、かといって私の妃を同席させると父が文句を言いそうでね」

「国王陛下が？」

　ヴィルキスが「ああ」と困ったように微笑みながらうなずく。

「昼間の対面では母と三人だっただろう？　わざわざ妃を外したのに、ここで同席させると、君に会っていないのは父だけになる。自分だけ仲間外れにしたと拗ねるのは間違いないからねぇ。いい年をして子どもみたいで困ったものだよ。さぁ、召し上がってくれ」

「いただきます」

　ミシュリーヌはそう返事をしながら首をひねった。国王はそんな人物だっただろうか、と。

（なんだか厳しいイメージだったのだけど……家族の前では違うのかしら？　だけど……）

　チラリと一瞬視線をティエルにやる。

（女たらしで有名なティエル殿下の父親なのだから、そういう要素があっても不思議じゃないわ。あ、そうだわ、王太子殿下はお堅い方とのことだから王妃さまに似ていらっしゃるのよ。だからきっとティエル殿下は陛下似……）

　出産と同時に亡くなったティエルの実母がどんな人なのかまったく知らないものの、国王の側室になるような人物が尻軽いとも思えない。となると、ティエルの女たらしは国王に似たと考えるのが妥当――とミシュリーヌは思い至った。

「いかがかな？　口に合う？」

　楽しげに問うヴィルキスに微笑みを向ける。

「とてもおいしいですわ、殿下」

「それはよかった。どんどん食べてくれ」

　ヴィルキスがうれしそうに笑っている。対してティエルのほうは無言だ。兄がしゃべっているので口を挟まないだけなのだろうが、無表情なので、この場がおもしろくないのだろうとミシュリーヌは思った。

　ヴィルキスが食事をしながら続ける。

「私としては弟が身を固めて落ち着いてくれることはこの上もなく喜ばしい。我々はあなたを歓迎している。だから緊張せず、楽に過ごしてくれたらいい」

　そんなふうに言われたら、帰りたいと言いにくい。だが、と思う。

（結婚は人生の重大問題。安易に折れるのはよくない！）

　ナイフとフォークを持つ手に力がこもった。

「殿下、そのことなのですが、ご相談が」

「相談？　なんだろう。私で役に立つことなら、いくらでも協力するよ」

「ありがとうございます。実はわたくし、ティエル殿下の妃にはふさわしくないと考えております」

　正面切ったミシュリーヌの言葉に、二人の王子の顔が刹那に「え？」と驚きに染まった。それを確認しつつ続ける。

「ティエル殿下は大変おモテになります。舞踏会の時もたくさんのご婦人に囲まれておられましたし、また社交的なお方ですので、その場はとても華やいで賑やかです。それに比べてわたくしはこの通り地味でして」

「地味？」

　と疑問形で反芻したのはヴィルキスだ。

「はい。勇気を出してお声がけしても、どなたにも相手にされないのです。そんなパッとしないわたくしが妃になれば、きっとティエル殿下の評判を落としてしまいます」

「ちょっと待って、オブラン嬢。どなたにも相手にされないとは、とても信じられない。ここだけの話でけっして他言しないから、誰に声をかけたか教えてもらえないだろうか」

　問われて迷ったが、破談にできるなら言ってしまえ、と思って覚えている限りの名を連ねた。すると二人の王子は神妙な顔をして互いを見合っている。奇妙な沈黙が漂っている中をミシュリーヌは居心地悪く待った。

「あー、あなたは……あまり外見にはこだわらないのだねぇ」と、ヴィルキス。

「もちろんです。大切なのは中身、人柄ですから。わたくし、結婚したら誠実に互いだけを想い合える夫婦関係を築きたいと考えておりますの」

「その中には酒癖が悪い者や、ギャンブルにはまって親が苦心している者もいるが」と、ティエル。

「えっ――――」

　ビックリ眼になっているミシュリーヌを、二人がじーっと見つめている。その視線に羞恥と焦慮で全身が熱くなり、妙な汗が噴きだしてきた。

「そ…………そうなの、ですか？」

「ああ」

　二人同時に同意され、ミシュリーヌはすっかり言葉を失い、いつの間にかメインディッシュとなっているその皿を見つめるばかりだ。

「いずれにしても、オブラン嬢、せっかく王宮に来てもらったのだから、しばらく過ごしていってくれ。先にも言ったが、弟は確かにいろいろ噂されているものの、悪い男ではない。君の言う、互いだけを思いやる夫婦関係、というのもきっとかなうと思うよ」

「……そうでしょうか。殿下は大変おモテになるから、ご結婚なさっても女性たちは放ってはおかないのではないでしょうか？」

　それでも抵抗するミシュリーヌに、二人の王子の態度が分かれた。ヴィルキスは笑いだし、ティエルはムッとしたように口をへの字に曲げる。

「わかったわかった、縁談はとりあえず棚上げにしよう。両陛下にも私からうまく言っておく。だが、あなたが早々に邸に帰れば、あなたの家族は心配するだろう。だから、しばらくここにいなさい」

「心配するでしょうか……」

「そりゃあするだろう。あなたが王家の不興を買って追い返されたなら、オブラン伯爵家は公での立場が悪くなるのだから」

「あっ」

「破談を望むなら、うまくやらないといけない。王家との関わりは、政治権力も絡むから注意が必要だということはあなたも知っているはずだ。あなたの立場が悪くならないように配慮するから、ここは私に従っておきなさい」

　ミシュリーヌはなにからなにまで正しいヴィルキスの言葉にすっかり意気消沈し、「はい」と素直に同意した。

「ではこの話はここまでだ。せっかくのメインディッシュが無駄になってしまう。ああ、すっかり冷めてしまったね、取り換えさせよう」

　ミシュリーヌが不要と言うより早く、ヴィルキスは使用人に命じてしまい、メインディッシュはすぐに温かなものに取り換えられた。

　ビーフシチューはとても柔らかく、フォークを刺しただけで崩れるほどだ。口の中に入れるとほんのり甘い味を残して消えていく。

　メインディッシュの次はデザートが運ばれ、果物がたくさん盛られたプディングはとてもおいしい。

　食事は終われば、なんとミシュリーヌの部屋の前まで二人が揃って送ってくれた。恐れ多いことにミシュリーヌは何度も礼を述べて部屋に入った。

　閉じられた扉をヴィルキスがじっと見つめる。それから「ティエル」と声をかけて歩き始めた。ティエルは黙ってそれに従う。

「驚いたな。お前を相手にしない女がいるとは」

「………………」

「しかも、まぁ酒癖や金癖は知らなかったとしても、残念な見栄えの者ばかりだ。さすがのティエル王子の微笑みも通じないようだ」

「そんなことはないと思うけど」

「そうかな。まぁいい。私としては、お前がおさまってくれれば相手は誰でもいいし父上や母上も同意だろう。とはいえ、外見だけではなく第二王子という立場をも気にしないあの娘の気概はなかなか見どころがある。期待したいところだが――」

　ヴィルキスは隣を歩くティエルをチラリと一瞥した。

「嫌がる者を無理強いすることはできない。母上は今回の縁談に大変な期待を寄せられている。失望させるのは心苦しいが、十日ほど滞在させたら、邸に帰っていただこう。母上には私から言っておく」

　兄の言葉にティエルはハッと両眼を見開いた。

「待ってくれ。それは滞在期間が終えてからにしてほしい」

「ほう。彼女の気持ちを変えられると？」

「それはわからないが、母上には感謝している。今までの恩を返さないといけないというのに、逆に失望させるなどあり得ない。それに彼女も事が大きすぎて戸惑っているだけだろう。しばらくここにいたら気が変わるはずだ」

「それは彼女を妃にするということだな？」

　言われてティエルは「う」と詰まり、それからバツが悪そうに視線を廊下の端にやりつつも、「そうだ」と答えた。

「それはそれはめでたいな。わかった、父上と母上への報告はしばらくやめておこう。ティエル」

「……はい」

「成功を祈る」

　にやっと笑うヴィルキスに、ティエルは悔しそうに顔を歪める。

　二人の王子は対照的な表情を浮かべて長い廊下を歩いていった。










　翌日は朝からティエルと過ごさなくてはいけなくなって、ミシュリーヌは憂鬱で仕方がなかった。とはいえ、ヴィルキスの言葉は重い。

（こちらからキッパリ断って不興を買ってはいけないから、ここは殿下に、自分には合わない、って思ってもらうしかないわね……）

　朝食の席で「はあ」とため息をついてしまい、

「口に合わないか？」

　と、尋ねられてハッと我に返った。そしてそれ以後は、努めて微笑みを浮かべるようにしている。朝食が終わると、王宮内の、普段は立ち入ることができない場所に案内された。そこは王家が所有している絵画や彫刻を収納している広間だった。

「すごい……」

　有名な美術家の制作品だけではなく、外国の珍しい調度品や、生活を表したタペストリーや絵画がある。それらはミシュリーヌの心を捉えたものの、ふとした時に肩が触れ合ったりティエルの気配が至近距離にあったりして、どうにも落ち着かない。

　美術品の見学が終わると今度は庭園の奥にある離宮に案内された。

「ここは？」

　お付きたちの姿がまったくないので不安が湧いてくる。

（こんなところで二人きり？　困るわ）

　大声を出してもおそらく誰も来ないだろう。

（どうしよう）

　ティエルは連れていきたいところがあるようで、離宮内をまっすぐ進んでいく。そして中庭に至った。

「まぁ素敵！」

　そこはバラ園だった。多くの庭師がいて、手入れをしている。

「もともとこの離宮は花が好きだった先々代の后が建てたもので、全体が花の園になっている。今は彼ら庭師の寄宿場として開放し、精油や新種開発の研究に勤しんでもらっている。気に入った精油があれば、好きなだけ持って帰っていい」

「バラの精油なんて贅沢ですわ」

「君が欲しいならいくらでもプレゼントするが」

　そう言ってにっこり微笑むティエルの顔は神話に出てくる男神のようだ。改めて姿を見れば、すらりと姿勢よく立つ様子は自信に満ち溢れているし、銀のレースのクラヴァットとそれを留めるクラヴァットピンが髪と同じ色のオニキス。シャツは白だが、その上に着ているジュストコールは、なめらかで上質な黒地のものに銀糸で細かな刺繍が施されている。パンツと長ブーツもジュストコールに合わせて黒で、全体を通して黒と銀で揃えている。腰には長剣を携えていて、事あらば自ら戦うのだろう。

（そう言えば、ティエル殿下は剣術にも長けていらっしゃると聞く……）

　ぼんやり見惚れていると、ティエルは歩き始め、庭師の一人に声をかけた。すると庭師は慌てたようにどこかへ走り去り、またすぐに戻ってくる。ティエルはなにかを受け取るとミシュリーヌのもとにやってきた。

「できたての精油だ」

　そう言ってエレガントなカッティングが施されたガラス瓶を手渡される。

「あ、あの、えっと」

「けっこう香りが強いから、湯に垂らしてベッドサイドに置いておけば心地よい眠りにつけるそうだ」

「ありがとう、ございます……」

　うれしいものの素直に喜んでいいものなのだろうか、と迷う。だが、このミシュリーヌの難しい表情は、ティエルの心を傷つけたようで、次に出た言葉の口調は明らかに棘があった。

「精油は使わない？　不要なら無理にとは言わないが」

　冷たさと苛立ちを含んだそれにミシュリーヌがハッと我に返る。先ほどまであった蕩けるような笑顔はすでになく、ムッとしたような不服げなまなざしがミシュリーヌを捉えていた。

「とんでもないことでございます。このような高価なものをいただきまして、光栄にございます。今宵からさっそく使わせていただきます」

　必死で笑みを浮かべてとりつくろうが、心も背中も汗でびっしょりだ。

（破談にするためには嫌われなきゃいけないし、かといって怒らせてはいけない。難しすぎるぅーーーー！）

　そんなこんなで気を遣いっぱなしの一日が終わり、ベッドにダイブしたらその瞬間に寝てしまう始末。

　そうして疲労困憊の中、三日が経った。

（いつまでここにいないといけなのかしら……）

　四日目の朝、ティエルと会話のない朝食をとりながら、そんなことを考える。

　この三日で明らかにティエルのテンションも下がってきた。ゴールが近いような気もするが、だからと言って破談の話は出てこない。このままでは気疲れで倒れそうだ、と思っていたら、使者がやってきたと報告を受けた。

「ご両親が心配されて訪ねてこられたようだ」

「両親がですか？」

「ああ。昼は家族でとればいい」

「ありがとうございます」

　親の顔を見たら少しは気も休まるかと思い、ミシュリーヌの心は安堵に包まれた。

　が。そんなに甘くはなかった。

　ミシュリーヌの顔を見た瞬間、父から発せられたのは――

「このバカ者めが！　王太子殿下にそのようなことを言わしめてどうする！」

　だった。

「ですがぁ……」

「ですがもへったくれもない！　王妃さま仲介の王子との縁談だぞ、これ以上の誉れはないと言うのに、お前というやつは、この罰当たりめがっ！　本来なら即刻喜び謹んでお受けするものだ。それをっ――お怒りを受けて爵位取り上げやお取り潰しになったらどうしてくれるんだ！」

　父の言い分はもっともである。事の重大さを改めて感じ、ミシュリーヌはしょぼんと肩を落とした。

「ごめんなさい」

「ごめんで済むかっ。よいか、たった今から私と一緒に王妃さまのもとへ行き、謹んでお受けする旨を申し上げるんだ」

「え」

「えじゃない！」

　再び怒鳴られて肩をすくめる。が、はい、とは言えなかった。

（それはイヤ。どんなに誉れでも、女たらしと結婚なんてイヤだもの！　なら――）

　チラリと父の顔を見、なにかいい言い訳はないか必死で思考を巡らせる。すると横から母が口を挟んできた。

「それはちょっと待ってくださいませ」

「ウィルマ？」

「考えてもみてください。殿下がそのようにおっしゃって、今すぐ承ると申し上げれば、親の命令でミシュリーヌが納得したと知れてしまいます。それはそれで王家としてはおもしろくないことではないでしょうか」

「そういう問題ではない」

「いえ、大切なことです。王妃さまはミシュリーヌの気持ちを尊重して、滞在期間中に親睦を深めるようご手配くださったのです。王太子殿下の配慮も同様です。それなのに親の圧力で納得させたとあっては、お心遣いを無駄にしてしまうわけでしょう？　よろしくないわ」

　母の言葉もなるほどであった。父もそう思ったのか、呻ったままでなにも言わない。

「ミシュリーヌ、ここはあなたの決断に委ねられています。我々の結論としては、あなたに了解してほしいところです。爵位取り上げやお取り潰しにはならないまでも世間の体面もありますし、マクシミリアンやユリエルの将来も心配ですからね。なので、殿下ともうしばらく過ごして、良いところを見つけるように心がけなさい。それでもどうしてもイヤということなら、改めて話し合いましょう」

　母の最後のほうの言葉には「それは実際認めませんけどね！」という意志が感じられたが、それでも執行猶予がついたので文句を言うことはできなかった。

（あの尻軽で有名なティエル殿下に良いところなんてあるのかしら。でも、まぁ……仕方がないわ。滞在期間中は礼儀正しく接する。で、不興を買うのではなく、性格の不一致を感じてもらって、ご辞退いただこう。難しいけどそれしかないわ）

　ミシュリーヌは決意し、両親に向かってしおらしくうなだれた。

「かしこまりました。そのようにします」

　明らかにほっとしたような両親の顔に、ミシュリーヌの良心がチクチク痛むが、決意が変わることはなかった。










　バコン！　という大きな音がして、傍に控えていたアベル・クロスは目を丸くした。ティエルが部屋に置いている籐の籠を力任せに蹴飛ばしたのだ。

　アベルはティエルの従者で、常に影のように傍に控えている。そのため主のことは誰よりも知っている。世間では女たらしだの不真面目だのと言われているが、その行動の真意をわかっている数少ない理解者の一人である。彼の知る主は、こんなふうに物に当たる人ではない。

「そのようにお怒りになるなら、本当のことを伝えればいいではありませんか」

「言えるわけがないだろう」

「ですが……」

　王太子ヴィルキスは生まれながらに持病持ちで、赤ん坊の時からひきつけがひどかった。少しずつましにはなったものの、止むことはなく、王妃は案じるあまり二人目を作るのを恐れた。そして苦渋の末、母国から連れてきた侍女を側室にするよう国王に進言したのだ。

　不安はそれだけではない。ヴィルキスの子も同様の現象が起きるのではないかと案じている。ヴィルキス、そしてそこ子になにかあれば、ティエルに望みを託すしかないのだ。

　が、それはけっして知られてはならない。そのもっとも警戒すべき相手が大公であった。ティエルは妾の子という立場を利用して王妃や王太子とうまくいっていないと触れ込み、大公に懐いて動向を把握しているのだ。

「少なくても、貴婦人との関係は演技だと伝えるべきかと」

「信じまい」

「それはそうですが、言ってみないことにはわかりません」

「……嫌われている感触はない。評判が気になるあまり警戒しているだけだ。口説き続ければ落ちるだろう」

　アベルは眉を顰め、首を傾げた。

「そうでしょうか。なかなか信念をもって断っているように思いますが」

「彼女はたまたま王妃の目に留まっただけだ。王妃は俺が結婚しさえすれば相手は誰でもいいんだ。もう少し口説いてそれでも落ちなかったら邸に帰す」

「他の貴婦人を選定すると？」

「そうだ。俺に靡かない女を妃にする気はない」

　怒鳴るように言うと、アベルが「へぇ～」とおよそ部下とは思えない不遜な返事をした。それを聞き、ティエルが動きを止め、チラリと目だけ動かしてアベルを視界に捉える。

「では、別の貴婦人を早期に選ばれる、ということですね？」

　今度の口調には明らかに揶揄がこめられていた。ティエルの眉間に見る見るしわが刻まれる。案の定、アベルが「ティエルさま」と呆れたような口調で名を呼んだ。

「敵は大公だけではありません。王妃さまの母国に対しよく思っていない者の中には、王太子殿下ではなく、ティエルさまを担ぎ上げようとしている不届き者がいます。今はそれぞれですが、大公と手を組めば厄介。もしそうなれば、もっとも困るのはティエルさまです。オブラン伯爵はどちらにも通じている様子もなく国王陛下と王太子殿下に忠実であると思われます。王妃さまは思慮深い方です。売り込みにきたからと飛びつく方ではないと思います。諸々を鑑み、公平に判断し、オブラン嬢に決められたのだと思いますが」

「それは……わかっている」

「ティエルさま、なにをむきになっているのですか？」

「むきになどなっていない」

「なっていますよ。オブラン嬢が今までのように簡単に靡かないから、プライドが傷ついて素直になれないのでしょう。落とせない女はいない、そんなくだらないプライドなどカスほどの役にも立ちません」

　ティエルはまたしてもチラリとアベルを見やった。むきになり始めているのはアベルのほうだ。が、この口うるさい従者は、こうなってくると説教が止まらなくなる。やむなく白旗を掲げることにした。

「わかったわかった、彼女が了解してくれるように最大限努力する」

「本当ですか？」

「約束する。だからこの話はここまでにしてくれ」

「……かしこまりました」

　丁寧に頭を下げるアベルを視界の端で捉えつつ、孤立無援の自分に落胆するばかりだった。










「ご機嫌麗しく、ティエルさま」

「ああ、ミシュリーヌも変わらず愛らしい」

「………………」

　眉間に深いしわを寄せて見上げるミシュリーヌにティエルはやや驚いたような顔をする。

「どうかした？」

「……いえ、なんでもありません」

　まったくうれしそうな様子のないミシュリーヌにティエルは困惑気味だ。その顔が、「なぜ喜ばないのだろう、女はかわいいだの美しいだのと褒められたら喜ぶものだろう」と訴えているが、それを理解しているのは傍に控えるアベルだけだろう。

「今、サロンで宝石商による販売が行われている。なにか気に入ったものがあれば贈らせてもらうが、どうだろう」

「ティエルさまがわたくしに贈り物を？」

「ああ。なんなりと」

　にっこりと蕩けそうな笑みがミシュリーヌに向けられる。ミシュリーヌはその微笑みをじっと見つめたのち、ふっと目を逸らした。

「宝石は興味がありません」

「え？　興味ない？」

「はい。それに我が家でも欲しいものは買えますので。それよりも別のものがいただきたいです」

　ミシュリーヌからリクエストされるとあって、ティエルは前のめりになった。

「なんでも言ってくれ。喜んで贈らせてもらう」

「では、遠慮なく。ティエルさまに本を朗読していただきたいのです」

「――――は？　え、朗読？」

「はい。先日、見つけました本で、とても装丁が素敵なのです。それで中を確認したら、なんとも素晴らしいポエムで、これは目で追って読むよりも、どなたかに朗読していただき、心で聞けばきっと素晴らしい体験ができるかと！」

「………………」

　鳩が豆鉄砲を食ったような顔をしているティエルは、視界の端でアベルが肩を震わせて笑いをこらえている姿を見て我に返った。

「あ、ですが、難しければけっこうですわ」

「いや、読んで差し上げよう。その本はどこに？」

「まぁ！　本当ですか!?　とてもうれしいですわ！　では、持ってまいりますので、そこのガゼボで待っていてくださいませ」

　大きな窓から見える白いガゼボを指さし、ミシュリーヌは言うだけ言うとさっと身を翻した。

　大きく肩を落としたティエルは仕方なくガゼボに向かった。

　対してミシュリーヌは、あてがわれている部屋に戻って用意していた本を手にし、同じように庭園のガゼボに向かう。そして待っているティエルにその本を渡した。

「これ？」

「はい。挿絵が素敵でしょう？」

　ティエルは手にした本の挿絵を見つめて言葉を失っている。

（やっぱりやめだ、君一人で読んでいればいいって言ってくれれば満額回答の結果に！）

　ティエルの降参を胸躍らせて待つミシュリーヌだったが、その思惑は外れた。ティエルがポエムを読み始めたのだ。






『春の暖かな日差しの中、揺れる木漏れ日を受けて貴女が微笑む姿に私の心は喜びで躍っている。見惚れてしまいどうにも目を逸らせることができない。ああ、素晴らしい女神。その透けるような肌も風に揺れる髪も、私の心を震わせる――』






　ミシュリーヌは自分の期待が外れてしまったことに最初は胸の内でこっそり悔しがったが、聞いているうちに猛烈に恥ずかしくなってきた。

（どうしよう……臭すぎて聞くに堪えない……）






『貴女の笑顔を独り占めにしたいと思ってしまう私は、神の怒りを買い、罰を受けてしまうのだろうか。ああ、それでもかまわない、貴女が私だけの人になってくれるならば。麗しい君。陽の光よ、月の輝きよ、この張り裂けんばかりの私の愛をあの方に伝え届けてほしい』






「ティエルさまっ」

「なんだ？」

「素晴らしいですわ！　わたくし、もう大満足でございます」

「そうかな？　まだ一ページも読んでいないが。始めたばかりだぞ」

　てっきり「そうか、ではここまでで」と答えるとばかり思ったのに――とミシュリーヌは焦った。

「それでもティエルさまに朗読していただけたことに感動でございますので。もう満たされました。本当に心から感謝いたします」

　口元が、ひくひく、ぴくぴくしてしまう。

「………………」

「………………」

「………………」

　なんとか言ってよ！　と思わず叫びそうになるのをぐっと押しとどめ、ミシュリーヌは頑張って微笑んだ。

「お、お茶にいたしませんか？　わたくし……喉が渇きました……」

　これは本当だ。だから通じたのだろうか。ティエルは本を閉じて立ち上がった。

「そうしよう」










　翌日。

「どこか出かけようか。身なりに気をつければ、街に出てもいいかもしれない」

「街、ですか？」

　うーん、と首をひねって考えるフリをする。

「君が行きたいところがあればどこでもいいが」

「では、この王宮の庭園内ですが、ございます。そこでもよろしいでしょうか？」

「もちろん」

　そうして向かった場所は庭園の奥にある家畜舎だった。

「ここ？」

「はい！　羊もウサギも、モフモフでかわいいでしょ！」

「………………」

「モフモフは世界を救うとわたくし信じておりますのよ」

「……そう」

「ああ、本当にかわいい」

　グワッグワッとアヒルが鳴きながら二人の前を歩いていく。さらにはウサギがぴょんぴょん跳ねている。ミシュリーヌは子どものようにそれらを追いかけ、にこにこと本当に楽しげに笑っている。そんな姿を最初は唖然と見ていたティエルだったが、それが苦笑になり、やがて微笑ましいと言いたげな柔らかな笑みに変わった。そして草むらにごろりと寝そべって空を見上げる。

「こんなふうに過ごすのもいいな」

　呟きはウサギを追いかけているミシュリーヌには届いていない。それでも二人はそれぞれ和やかだ。

「ティエルさまぁーーー！」

　と、ミシュリーヌの大きな声がして飛び起き、振り返る。

「逃げてーーー！」

「えっ」

　目の前に十羽くらいのアヒルがすごい勢いで向かってきた。

　先ほどのかわいらしい、グワッグワッ、どころではない。グワグワグワグワーーーアァ！　という勢いだ。

「うわぁ！」










[image: ]










　見る見る踏みつけられ、羽で顔がはたかれる。が、あっという間に通り過ぎていった。

「ティエルさま！　大丈夫でございますか!?」

　慌てて駆けてきたミシュリーヌを見上げ、その焦っている顔を見てティエルは笑いだした。

「ティエルさま？」

「あはははははははっ！　いや、失礼。だけど、あははははは！　ダメだ、笑いが止まらないっ。あははははははっ」

「………………」

　涙を流して笑うティエルをミシュリーヌは目を丸くして見つめている。

「こんなデートははじめてだ。が、健全で実にいい。ミシュリーヌ」

「は、い」

「君はなかなか素晴らしい女性だね」

「……え」

　戸惑うミシュリーヌに、ティエルは爽やかな笑顔を向けていた。

















第四章　あれ？　おかしい












「いい感じになってきたと聞いた」

　いきなりやってきたヴィルキスに、ティエルはあからさまな不快の表情を向ける。

「兄上、念のために申し上げるが、俺たちは不仲ってことになっている。叔父上の耳に入ったらどうするつもりなんだ？」

「お前の縁談のことで叱りにきたと言えばいい。それよりも、どうだ、実際のところの調子は」

　フン、と顔を背け、それから「はあ」と大きなため息を落とす。

「自分でもよくわからない状態だよ」

　と、素直に答えれば、ヴィルキスは「へぇ」と驚いているのか楽しんでいるのかよくわからない声を出した。

「確実に印象はよくなっていて、表情も柔らかくなった。それなのにここってところで逃げてしまう。おそらく、俺自身にはもう心を開いてくれているんだと思う。ただ評判が気になって、どうしても信じきれないのだろうと……なんだよ」

「やはり逸材だと思ってな。大部分の女は、お前の外見と第二王子という立場に目の色を変えてくる。家を背負って自らを売り込んでくる者もいる。私たちはそんな令嬢たちを見下げることも、無下にすることもできない。それは貴族たる者の沽券と矜持と、家の維持繁栄があるからだ。が、オブラン嬢は違う。おそらく家族からは責められていることだろう。それでも必死に流されないように踏ん張っている。いじらしいではないか。そういう女性を妃にできることは幸せなことだと思うが」

　ティエルはますます顔を背けた。

「そういう兄上はどうなんだよ」

「どうだろう。私たちは完全な政略結婚だ。だからこそ、持病のことを黙っている今が辛い。子も同様の持病を持って生まれてきたらと思うとこわい。だが、致し方ない」

「隠し続けるつもりで？」

「……頃合いを見て話すつもりだが、母上は反対だそうだ。ティエル、私はオブラン嬢を見込んでいる。彼女なら、きっと我らの事情を理解し、協力してくれると思う。なんとか頑張ってくれ」

　兄に頭を下げられては了解するしかない。そして帰っていく兄の背を見送り、扉の向こうに消えてから呟いた。

「たとえ未来の王とその息子に持病があろうとも、妙な野心を抱かず、守り支えてくれる女性――か。難しい。いないほうが話は早いだろ。やっぱり俺は無能で女たらしの独身のほうがいいんだ」

　言葉とともに深い憂慮の吐息がもれた。










（この前のお言葉、どういう意味だったのかしら）

　〝素晴らしい〟の意味がわからない。だが、深く考えることでもない気がする。自邸に帰りたいと思う反面、王宮にやってきて今日で七日が経ち、なんとなく慣れてしまった感もある。帰らせてもらえる雰囲気もないが、国王と王太子妃との面会の場もない。

（生殺しみたいでイヤだわ）

　とは思うものの、実際はティエルや王妃も対応に窮しているのかもしれない。ロイヤルファミリーとの面談は縁談が確定したと同意だろう。ここまで引っ張った末に顔を合わせ、やっぱり破談ですね、とはお互い言いにくい。ならば破談に向かってまっしぐら……とならないのはなんとなく二人の雰囲気がいいからだ。それはミシュリーヌも自覚している。

　一緒にいても不快ではなくなった。そればかりか庭園内で家畜や犬や馬と戯れて過ごしたり、木漏れ日の下でのんびりと好きな本の感想を言い合ったりするのは楽しい。

　ミシュリーヌはここ数日で、ティエルがなぜ貴婦人たちに人気なのか、よくわかった。彼は見栄えがいいだけではなく、話術が巧みで話題が多い。とても物知りなのだ。さらに立ち居振る舞いは優雅だし、女性のエスコートもスマートでさり気ない。そしてよく気がつく。あまりに丁寧で優しいので、胸の奥がなんだか疼いてくる気がするのだ。愛されているのではないかと錯覚しそうになる。

（気持ちをしっかり持たないと流されてしまう！　ああ、神さま、わたしが自分を保っていられる間に、早く破談に……）

　そんな決意を何度もしつつ繰り返さなければならない状態に陥っていた。

　今もそうだ。カンテラを足元に置き、満天の夜空を見上げている。過ごしやすい気候の中、星の動きを観察していた。天文学者曰く、今宵は月の満ち欠けがあるらしいのだ。

　寄り添って空を眺め始めて間もなく、満月が欠け始めた。

「ティエルさま、始まりましたわ」

「ああ」

　と、微笑むティエルは月ではなくミシュリーヌを見ている。至近距離で目が合って、ミシュリーヌは少々慌てた。

「もう！　わたくしの顔はよろしいのです。月をご覧になって」

「わかってる。だけど君の顔もきれいだから見惚れていた」

「――――――」

　その言葉にミシュリーヌの全身がぼわっと熱に包まれた。顔も熱いので、おそらく真っ赤に染まっていることだろう。

「じょ……冗談はよしてください」

「冗談なんかじゃないよ。君は自己評価が低いが、とても美しいよ。いつぞや、誘っても相手にされなくてモテないと言っていたが、声をかけられた男たちは、麗しい伯爵令嬢になど相手にされるわけがないから、からかわれていると思って逃げたんだと思う」

「そんな……」

「俺の私見だがね」

　カンテラの灯りに揺れるティエルの微笑みは極上で、ミシュリーヌはますます全身の体温が上がり、心臓が早鐘を打つのを感じた。ティエルに聞こえるのではないか、緊張していることが伝わるのではないか、とハラハラする。

「ミシュリーヌ」

「はい」

「この前は断られたが、今回は受け取ってほしい」

　差しだされたのは雫型をした大玉の宝石だった。暗闇の中、カンテラのオレンジ色の光に照られているので石の種類はわからないが、キラキラと輝く様からは細かなカットがなされていることがわかる。

「ティエルさま……」

「動かないで」

　そっと首につけてもらうと、照れくさいが、うれしさがこみ上げてくる。ミシュリーヌはどうしていいのかわからなくなって俯いてしまった。

「気に入らない？」

「とんでもないことでございます。身にあまる光栄で――」

　ティエルの大きな手がミシュリーヌの頬に触れた。温かさと、優しいタッチにゾクリと背に戦慄が走る。甘だるいなにかがこみ上げてくるようで、その正体を知ることをミシュリーヌは恐れた。

（このままでは……わたし、きっと流されてしまう）

　そう思うのに、言葉が喉に引っかかって出てこない。

　ゆっくりとティエルの顔が近づいてくるのを感じ、ミシュリーヌは限界を感じた。だが、それでも流されてはいけないという気持ちだけはあった。

（ダメ！）

　ぎゅっと目を閉じ、心の中でそう叫んだ瞬間、体が動いていた。

「っってっ！」

　ゴチッという音と、ティエルの声が同時に聞こえた。

　ミシュリーヌは頭突きを食らわせたのだ。わざとだったが実際にやらかしてしまって、事の恐ろしさに目を見開いたまま硬直する。ティエルが怒ってオブラン家の責任を追及したら――そう思うと震えが起きる。

「ティ、ティエル、さま――」

　ティエルは自らの額を押さえつつ、じっとミシュリーヌを見つめ、それから笑いだした。

「ティエルさま？」

「あははは、いや、すまない。君にキスはご法度だったな。急いだ俺が悪かった。だけど、こんな拒絶方法、なかなかないね」

「………………」

「月の神秘に触れてちょっと無駄話をする。悪いが、月が満月に戻ったら忘れてほしい。いいかな？」

　ミシュリーヌは無言でうなずいた。

「大公が王位を狙っている。だが、父王健在の今はかなわない。だから今のうちに地盤固めをして、兄上が即位したら叔父の立場を使って力を及ぼそうとしている。王宮内には数の差こそあれ三つの勢力がある。一つは国王と王太子を支えるまっとうで大多数の勢力。君の父上もここだろう。二つ目は大公が抱え込んでいる勢力。三つ目は反王妃勢力だ。知っての通り王妃は隣国ロードスト王国の王女で、両国の友好を謳って交わされた安全保障条約の担保だ。が、それをよく思わず、未だに反対している者がいる。彼らは王妃の血を引く兄上を廃嫡し、俺を王太子にしようと画策している」

「ティエルさまを？　ですがティエルさまは側室の御子で、そういう意味では正統ではないではありませんか」

　反対ならわかる。第一王子が妾腹で、第二王子が正妃の子ならば、第二王子を正統として王太子にしようと考えることは自然だからだ。

「それにティエルさまのお母君は王妃さまの側近で、同じくロードスト王国の方です」

　ティエルは同意しつつうなずいた。

「ロードストの王家の血を引いているのが気に入らないんだ。外国の支配者の血が入ることを嫌っている。我が国の王家の血が穢れると考えているんだ。まったく理解に苦しむが。だから俺はできの悪い女たらしで、とても王太子、末は王だなんてふさわしくない、そう思われないといけない。でなければ母上に顔向けできない」

「顔向け？」

「……我が子でもない俺を、王妃は分け隔てなく大切に育ててくれた。いかにその母が自分の侍女であっても、自ら勧めたと言っても、胸中は穏やかではないはずだ。だが、そんな気色は微塵も見せず、常に温かく迎え抱きしめてくれた。俺にとって王妃はまことの母だ。その母を裏切ることはできない」

　ティエルの言わんとしていることがよくわからず、ミシュリーヌは呆けた顔で聞いている。それを無視し、ティエルは続ける。

「どんなことがあっても兄上を守り、支えなければならない。だが、王子と結婚し、もしかしたら我が子が王になれるかもしれないという可能性を見た時、その誘惑に負けない女がいるとは思えない。だからずっと独身でいようと考えていた」

　その誘惑とはなんなのか？　なぜそのような可能性があるのか？

　ミシュリーヌにはちんぷんかんぷんで、問おうにもどう聞けばいいのかわからない。それと同時に、ティエルの「ずっと独身でいようと考えていた」という言葉に心が取られた。

　であれば、すぐに破談にすればいい。いや、それよりも、最初からティエルは結婚なんて考えていなかったのだ、と。

　喜ばしいはずなのに、なぜか腹立たしい。いや、あるのは怒りではなく、失望だ。

（わたし……残念がってる？　まさか）

　女たらしの尻軽王子――のはずなのに。

（待って、さっき……）

　できの悪い女たらしで、とても王太子、末は王だなんてふさわしくない、そう思われないといけない――と言った。それはわざとそういうように思わせるための行動だったのか？

「ミシュリーヌ、月が消える」

　言われて反射的に真天を見上げた。

「ああ」

　自然と声が出た。月が完全に姿を消し、輝きを失った。

　あるべきものが消え、星の瞬きだけの空は、これからどうしていいのかわからない、今のミシュリーヌの心のようだった。

　寒いわけではないが、ミシュリーヌの体がぶるっと震えた。

「！」

　ティエルがそっと後ろから抱きしめてきて、温かな体温で包み込む。

「ティエルさま」

「薄いブランケットしか用意しなかった俺のせいだ。風邪など引かせられないから」

「……はい」

　ぎゅっと抱きしめられて、ミシュリーヌの心臓が高鳴る。
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（ああ、ダメ。今回ばかりは絶対にティエルさまに聞かれているわ）

　月がゆっくりと輝きを取り戻していく。ゆっくり、ゆっくりと。そして時間をかけて元の満月に戻り、世界を照らすのだ。

（わたしの心は……どうなればまんまるく満たされるのだろう）










　部屋に戻ったミシュリーヌはすでに用意されていたバスタブに入って体を温めた。バラの精油を使った湯は薫り高く、心地よい。初夏を前にした季節なのでブランケット一枚あれば充分であったが、ティエルの話があまりに衝撃的で、妙な感覚が湧いてくるのだ。

（この感覚、なんだろう？）

　噂で聞いていたティエルは、ろくに公務にも就かず、遊んでばかり。夜会に出れば貴婦人を口説き、一夜の思い出作りに励む女たらし。王妃には頭が上がらず、できのいい兄ともあまり折り合いがよくない――だったのだが、どうも違うようだ、という気が強くしてくる。

　特に「そう思われないといけない」という言葉は、彼の行動の真実ではないのだろうか。

　気がかりはまだある。ヴィルキスの地位を脅かし、ティエルの妃が産んだ子が王になるなどあり得る話なのだろうか。

（わからないわ。だけど、月の満ち欠けの間だけのお話。元の姿に戻った以上、この件に触れることはよくないと思う。忘れよう。わたしは、ティエルさまにふさわしくないと思われて、この話はなかったことに、とするよう動けばいいだけ）

　そう思うと、つきっと胸が痛んだ。

（わたし……）

　水面が赤いバラの花びらで覆われている。その一枚を手に取った。

「ティエル殿下が欠かさず届けてくださるので、毎日新鮮なバラ風呂がご用意できますのよ。そろそろおあがりになりませんと、のぼせてしまいます」

　中年のメイドが現れ、そう声をかけてきた。

「そうね」

　立ち上がるとそのメイドが大きなバスタオルを広げて包んでくれる。それから丁寧に体を拭いてもらい、用意されていたナイトドレスをまとった。

「ミシュリーヌさまは本当にお美しくて、なんでもお似合いになりますねぇ」

「そんなことはないわ。わたしは平凡よりちょっとましって程度よ」

「まぁまぁそんなご謙遜を。先ほど身につけていらしたペンダント、素敵でございました。とてもよくお似合いでしたわ。ですが、あんなに大きなサファイアでも、ミシュリーヌさまのお美しさに負けておりましたわよ」

　褒められてくすぐったい。オブラン家の使用人たちには子どもの頃から言われているのであまり気にならないが、外で慣れない者から言われるとどう反応していいのか迷ってしまう。

「ティエルさまの見立てがいいのよ。装飾品はつける人を引き立てるのが役目だから」

「ティエル殿下、よほどミシュリーヌさまをお気に召したのでしょうね」

「？　どういうこと？」

　メイドはいかにも大ごとだというように、笑って勿体つける。

「ティエル殿下は女性との噂が絶えない方ですが、贈り物をなさったことはないはずです。わたくしも長くここで働いておりますが、聞いたことがありません」

「え？　ホント？」

「ええ。ですから、殿下からの贈り物と聞いて驚いたのですよ。あのように大玉のサファイア。それにサファイアを選ばれた理由も、おそらくはミシュリーヌさまの瞳のお色だからでしょう」

　そう言われてハッとする。星空のもとではカンテラのオレンジの灯りだけでよくわからなかった。ただ光の反射がきれいだったので、細かなカッティングが施されていることはわかった。そして部屋に戻ってきて、プレゼントされたペンダントがサファイアであることが判明したのだ。

（わたしの瞳の色と同じ宝石……）

　胸の奥がきゅんとする。男性から贈り物をもらったことはあるにはあるが、こんなふうに感じたことはなかった。いや、もしかしたら過去にも気遣いのこもった贈り物はあったのかもしれないが、相手の外見や立場や噂によって考えが曇り、気づかなかっただけなのかもしれない。

（わたし……嫌な女だったのだわ）

　自分の一方的な考えに囚われて目も心も曇っていた。ティエルと接していくうちに、そのことに気づけたのだ。

　ミシュリーヌの考えが浅はかだったから、遊び好きな男たちに軽く見られたのだろう。そして思慮深い者には避けられていたのだ、と。

「ベッド脇にレモン水をご用意しておりますのでお召し上がりください。では、わたくしはこれで失礼いたします。おやすみなさいませ」

「こんな遅くまで働かせてしまってごめんなさいね。ありがとう。おやすみなさい」

　メイドは驚いたように目を見開き、ほんのわずかミシュリーヌの顔を見つめてからうれしそうに微笑んだ。そして深く礼をして退出していった。

　メイドに対して丁寧すぎたのかもしれない。そうは思うが、月食が終わるこんな遅い時間まで控え、湯あみの準備をして手伝ってくれたのだから礼の一つや二つ言ってしかるべきだろう。それにここは自邸ではなく王宮で、自分は客人なのだ。礼を失することはできない。

　細かなバラの刺繍が施されたレースの天蓋を揺らせ、ミシュリーヌはベッドに入った。そして脇にあるレモン水をグラスに注いで口につける。

「ああ、おいしい」

　思わず声が出てしまった。酸味の利いたクリアな水は少し発泡していて、すっと全身に広がっていくような気がしておいしく感じられた。

　冷えた体を湯船で温めるのは気持ちよかった。そして今度は火照った体に冷たいレモン水を飲んで喉を潤す。他愛もないことだが、なんだかとても贅沢な気がしてくる。伯爵家の娘なのだから、食事も衣装もアクセサリーもワンランク、ツーランク上のものを食し、身につけている。面倒なことは使用人がすべてしてくれるし、勉強こそちゃんとしなくてはいけないが、それでも自由な毎日だ。

　王宮での生活は気を遣うばかりで窮屈だし、望んでここに来たわけでもない。早く破談にして自邸に帰りたいと思っている。それなのにティエルと二人きりで月食を眺め、時間も関係なく湯につかり、こうやっておいしい水を飲んでいる。ここでの生活は今までとは違って、考えさせられるものばかりだった。それはきっと、ティエルという結婚を意識した異性と過ごしているからだろう。ミシュリーヌの生活に〝異性〟という存在はなかったのだから。

　天井を見上げながら、先ほどの続きを考える。

（ティエルさまはなにを言おうとなさっていたのかしら。だけど……わたしが接しているティエルさまは、噂とはぜんぜん違う。とても博学でいらっしゃるし、王太子殿下ともとても仲がいい感じで。それに初日にお会いした王妃さまとだって、そんな不仲のように思えなかったし、なによりあのお言葉だもの。慕っておいでで……）

　もうひと口、レモン水を喉に流し込む。

（人には言えない事情があって、そのために女たらしを演じていらっしゃる？）

　そう考えると胸が痛い。アンナの指摘が真実の槍となって心をザクリと突いたように思えた。

（ホント、アンナの言う通りだわ。わたしは、噂やうわべだけでその人を決めつけていたんだ。殿下はわたしにはわからない事情から、カムフラージュとして女たらしを演じて周囲の目を欺き、なにかを守っていらっしゃるのよ）

　はあ、と大きく息を吐き出す。手にしているグラスを見つめつつ、両手でくるくると回した。

（あの方に愛されることは名誉だと思う。接していてそれがわかった。だけど……ティエルさまは結婚自体を望んでいない。なら、わたしも今さら気が変わったなどと不要なことは言わず、このまま破談にしてもらって、ティエルさまの希望をかなえましょう。それがいいわ）

　なんだかとてつもなく残念だが仕方がない。それがティエルにとっての最善なのだ。そしてミシュリーヌは気づいてしまった。

（わたしは……気をつけなきゃって思いながら、いつの間にかティエルさまに惹かれてしまっていたのだわ。でも、いい。自分の幸せではなく、ティエルさまの幸せを願うほうが心は楽だもの）

　ゆっくりと視界が滲んでいく。だが、ミシュリーヌはそのことには気づかないフリをし、眠ることにしたのだった。

















第五章　殿下のプロポーズ












「どうかしたか？」

　朝食の席に着いた時、ティエルがいきなりそう尋ねてきてミシュリーヌは目を丸くした。

「いいえ、なにも。あの、わたくし、なにかおかしいでしょうか？」

「おかしくはない。いつもと変わらなく麗しい。だが、冴えない表情をしているのでなにかあったのかと思ったんだが」

　なにか――ドキンと胸を突く。

（この方は、人をとてもよく観察されている。そして素早く察して次の行動に出られる）

　一つ気づけばまた次に気づく。周囲の噂という色眼鏡で見ていた自分を恥じ、自らの目で見て判断しなければと思うようになった今、ティエルという王子がどんな人間なのか心で感じるようになった。そうなると今までのザラザラした感覚はなくなり優しくなめらかな気持ちが生まれて言葉も口調も優しく丁寧になる。

「お気遣いいただきありがとうございます。なにもございませんので、ご心配なさらないでください」

　ミシュリーヌは自分が微笑んでいることに気がついた。そっと頬に手を当て、確認するが、間違いない。

（ティエルさまに……こんなに自然に微笑みかけられるなんて）

　そう思ってティエルに視線をやると、彼はじっとこちらを見つめている。なにを考えているのかわからない印象ではあるが、なんとなく頬が赤らんでいるように見えるのは気のせいだろうか。

「それよりも、ティエルさま、昨夜は素敵なペンダントをありがとうございました。大切にいたします」

「喜んでもらえたらこちらも甲斐があったよ」

　ティエルの笑顔は変わらず秀麗で麗しいが、恋心を自覚した今はより魅力的に見える。いつまでも時間を忘れて見惚れてしまいそうだ。もし、ティエルが結婚せず独身でいたい――という希望を聞いていなければ、自分だけに向けられる微笑みなのだと都合のいい考えをし、縁談を進めて妃になれるのだと喜んだことだろう。だが、実際は違う。ティエルは誰とも結婚を望んでいないのだ。

（ティエルさまのご希望をかなえて差し上げたいけれど、ご本人が明確に破談になさらないということはなにか難しい問題があるのかもしれないわ。わたしはなにもせず、任せて従っておこう。それがきっと事を拗らせずに済む最善策だと思うから）

　うれしいのに、ティエルから聞いた彼の考えを思えば喜びきれない。そんなミシュリーヌの表情はやはり総じて冴えない感じだ。

　朝食を終えると庭園を散策するのだが、廊下を歩いているとヴィルキスの従者が慌てたように駆け寄ってきた。

「殿下、すぐにヴィルキス殿下のお部屋へ！」

「わかった」

　たったこれだけの会話でティエルは従者の意図を理解したようだ。ミシュリーヌに「すまない」と一言残して駆けていく。ヴィルキスの従者も一礼するとティエルのあとを追った。

　一人取り残されたミシュリーヌはどうしていいのかわからず立ち尽くしていたが、ここにいても仕方がないのでとりあえず部屋に戻ることにした。

　対してティエルは全力で走り、ヴィルキスの部屋に駆け込む。

「兄上！」

　部屋ではヴィルキスがソファに横になって医者の診察を受けているところだった。

「大丈夫か!?」

「大きな声を出すな、聞こえるだろう」

「！　すまない。でも」

「大丈夫だ、そう案じるな。なぁ、先生」

　白髪の医者は聴診器を首にかけると、ふうと大きく息を吐き出す。

「今のところ大事ではありませんが、ご無理はなさいませんように。なにせ原因がわからぬのです。治療の方法も薬も処方できませんのでな。本日の公務はお休みされ、ゆるりとお休みになるのがよろしいでしょう。それから、明日の狩りの公務もおやめくだされ」

「それは困った……明日の狩りは地方豪族も出向いて大々的なものであるのに」

「俺が代わる」

「お前はオブラン嬢の相手だ」

　二人の会話を聞きながら、医者は礼をして部屋から出ていく。それを見送り、ティエルは再び話を戻した。

「大事な公務を放置して女と遊んでいるわけにはいかない」

「よく言うなぁ。カムフラージュだとかなんとか言って、公務の多くを放ったらかしにしているくせに」

　ヴィルキスが胸を押さえながら顔を顰めた。

「ベッドで寝たほうがいい。肩を貸すから、立てるか？」

「いや、このままのほうがいい。で、オブラン嬢との進展はどうだ？　了解を取りつけられそうか？」

「それは……まぁ、前進はしている。もうちょっとかな」

「苦戦しているようだな。珍しい。が、お前自身はどうなんだ。私や母上たちに言われるから口説いていて、実際の本心は結婚などしたくない、では相手に伝わるぞ」

　伝わっているのだろうか？　ティエルは首をひねった。

「嫌々結婚する気か？」

「――――――」

「ティエル」

　咎めるような口調が心を突く。

「……嫌々ではないよ。それは確かだ。兄上が言うように、彼女は今まで接してきた女たちとは違っていて興味深い。一緒にいても楽しいし、満足できる相手だ」

「ではさっさと求婚すればいいじゃないか」

「俺の中にある諸々の心配事がまだ消化できていないし、彼女は破談を望んでいる」

「ああ、それは確かにな」

「母上の希望をかなえて差し上げたい」

　ヴィルキスが「はあ」と吐息をもらした。

「それは母上にとって喜ばしい気持ちだろう。どれほど愛情をこめても、やはりお前は自分の産んだ子ではないのだから。が、その考えはほどほどにしておけ。母上はお前の幸せを願っていらっしゃる。嫌々結婚するのは逆にお心を苦しめる。本当に嫌なら破談にして別の女性を選べばいい」

「………………」

「まぁ、しっかりやれ。時間はもうわずかもない」

　ティエルはその言葉になんと返せばいいのか、妥当な返事が思い浮かばなかった。










　結局この日はティエルがヴィルキスの代役として公務についた。明日も同様に公務に就くそうだ。そのおかげでミシュリーヌは一人過ごすことになった。

（暇だわ）

　一人になると今までいかにティエルが時間を割いてミシュリーヌの相手をしてくれていたのか、身に沁みて思い知らされた。

　手には本がある。読書をして過ごそうと思って図書室から借りてきたが、まったく進まない。目は文字を追ってはいるものの、頭に入ってこないのだ。そして思うのはティエルのことばかり。

（ティエルさまは本当のところ、どう思っていらっしゃるのだろう）

　一度は自分なりに結論を出した。どうなろうが彼の判断に任せようと。だが、どうしても考えてしまい、堂々巡りだ。そしてなによりティエルの気持ちが気になって仕方がなかった。

「ミシュリーヌさま」

　いつもの中年のメイドがノックをして中に入ってきた。

「なにかしら？」

「ご実家から使者が訪ねてこられました」

「使者？」

　メイドは一度扉の向こうに消え、また現れる。そして若い男を招き入れた。

「まあ、ニルス。どうしたの？」

　メイドが頭を下げて退出してから、ニルスが会釈をして歩み寄ってきた。いつものラフな格好とは異なり、こざっぱりした感じでずいぶん好青年に見える。けっしてイケメンではないが、愛嬌があって親しみやすい風情だ。

（ニルスっていつもシャツとズボン姿だけど、きちんとした格好をしたらこんな感じなのね）

　ぼんやりそんなことを考えつつ、そのニルスを迎えると、彼は姿勢よくミシュリーヌの前に立って礼をした。

「お嬢さま、ご挨拶にまいりました」

「挨拶？」

「旦那さまが留学を勧めてくださったんです」

「留学って？　ああ、かけてちょうだい。立っていては話しづらいわ」

　ソファを勧めて座ると、ニルスは少し迷ったあと、ミシュリーヌの言葉に従って腰を下ろした。

「それで？」

　小首を傾げるミシュリーヌに、ニルスがクスクスとさも可笑しいといったふうに笑った。

「お邸の用事をこなしている合間にオブラン家にある本をお借りしていました。そこで僕が書いた脚本が、演劇学校の最優秀賞に選ばれまして」

「ええ！」

　ミシュリーヌの驚きにニルスが照れくさそうに頭をかく。

「それで旦那さまが、その才能を伸ばすようにと、ロードスト王国の王立演劇学校への受験を勧めてくださり、このたび合格したのです。なので、明後日、ここを発ちます。しばらく帰国はできないと思いますので、ご挨拶に伺いました」

「初耳だわ！　どうして教えてくれなかったの？」

「落ちたらみっともないじゃないですか。ロードスト王国の王立演劇学校は周辺諸国内でも演劇界の金字塔として有名です。受験するだけでもきっと騒ぎになります。なので、結果が出るまでは伯爵ご夫妻と僕の両親だけで進めていました」

「そうだったのね。ああ、だけど、すごいわ！　ロードストの王立演劇学校に合格だなんて！　しかもなに？　脚本？　ニルスにそんな才能があったなんて！　あなたの書いた舞台、楽しみにしているから、頑張ってね！」

　はい、とうれしそうに返事をするニルスの顔を見ながら、ミシュリーヌは彼になにか祝いをしたいと思いついた。

「そうだわ、時間はある？」

「時間ですか？　ええ、ありますよ。これから帰って、荷造りをするくらいですから」

「じゃあ、あなたの門出を祝って、乾杯しましょう！」

「え、いや、そんな、恐れ多いです」

「なにを言っているの。幼なじみが将来の成功を夢見て旅立とうとしているのだから祝いたいわ。ちょっと待っていて」

　言うなりメイドの控えている小部屋に向かった。そして昼食を庭園のガゼボに用意してもらうように頼む。

　その間、ミシュリーヌはニルスを庭園に案内することにした。

　子どもの頃は身分関係なく兄弟みなで遊びまわった仲だ。彼の両親は恐縮していたけれど、あの頃はそんなことは気にならなかった。

　連れだって歩く姿を窓からティエルが見ていることなどまったく気づかず、ミシュリーヌはいつもの散策コースを歩き、そしてガゼボにやってきた。

「こんなご馳走……」

「なにを言っているの。未来の大作家さまよ。胸を張って食べたらいいのよ。乾杯！」

「ありがとうございます」

　ニルスが照れくさそうに笑い、葡萄ジュースで乾杯した。

　彼の笑顔はともに過ごした懐かしい記憶を思い起こさせる。年頃になり、社交界に出入りするようになってニルスやニルスと同じような使用人たちと語らい過ごすことはなくなった。それは友達から主従関係への変化だが、そういった関係自体を嫌う貴族もいる。オブラン家では身分の差、主従という関係はあるものの、大きくは家族だという考え方をしているのでミシュリーヌは気にならなかった。

　そんな幼なじみが才能を認められ、難しいことで有名な学校に行く。素晴らしいことだ。

「本当におめでとう。ニルスの舞台を心から楽しみにしているわ。それに自慢するから。わたしの幼なじみなのよって」

「お嬢さま」

「自分のことのようにうれしいわ」

「ご期待に応えられるよう、頑張ります」

「ええ！　絶対よ！」

　ニルスは普段口にできないようなご馳走に感動している。それを微笑ましく眺めながらミシュリーヌも食する。デザートが置かれた頃、ふとニルスが手を止め、まっすぐミシュリーヌを見つめてきた。

「お嬢さま、ティエル王子殿下とのご結婚は決まりそうですか？」

「え、あ……どうなるのかしら」

「王家から求められたのではないのですか？」

　庶民のニルスには貴族の理や常識や駆け引きはわからない。なんと答えようか思案しているうちに、彼は続けて話し始めた。

「僕は庶民なので貴族の、しかも爵位を持つ高位の貴族の約束事とか礼儀は知りません。お嬢さまは見栄えがいい男はイヤだとかねてからおっしゃっていました。それに第二王子殿下の噂は僕も知っています。この縁談が良いのか悪いのか僕にはわかりません。でも、庶民と違って貴族の結婚は政治的思惑に使われます。そう考えたら、将来、お嬢さまがこれと思う人と結婚できる可能性は高くないのではと思います」

「ええ、そうね」

「であれば、王族の一員になられることは大きなプラスではないでしょうか。少なくてもお嬢さまは妃殿下と呼ばれる立場になる。地位も権力も手に入るし、オブラン伯爵家も領地も栄えることでしょう。そんなすごい立場に望まれたお嬢さまは素晴らしいと思います。僕はお嬢さまに仕える者として、心から誇らしいです」

「ニルス」

「励ましになっているかどうかわかりませんが、妃殿下お気に入りの脚本家になれるよう頑張ります。お嬢さまも、どうかお体をご自愛なさってください」

　ニルスの思いやり、優しさを感じ、じんわりと温かいものがこみ上げてくる。目の前がやんわりと滲んだ。

「ありがとう。ニルスも体を大事にね」

「はい」

　穏やかな初夏の日差しと風の中、ミシュリーヌは才能を信じて夢へ旅立っていく幼なじみを見送ったのだった。










　バタン！　とノックもなく扉が開いた。驚いて振り返ると、こわい顔をしたティエルが立っている。目が合うと、ティエルは肩を怒らせてミシュリーヌの前にやってきた。

「どうなさったのですか？」

「君は俺には愛想が悪いのに、他の男にはずいぶんにこやかなんだな。地味な男がいいと言っていたが、顔や生まれは自分の努力ではどうにもできない！」

「………………」

　は？　と今にも言いそうな顔でミシュリーヌがティエルを見上げている。虚を突かれてぽかんとなっているミシュリーヌにティエルは続けた。

「確かに中途半端な境遇に置いてしまって居心地はよくないかもしれない。だがこっちも最大限の敬意をはらっているつもりだ。それなのに、男を呼んで楽しげに食事をするなんて」

　なにか勘違いをしているではないか、と思ったが、今の言葉で理解した。

　ティエルはミシュリーヌがニルスと一緒にいたところを見たのだ。

　そして――

（嫉妬されている!?）

　そう思うと、なんだかくすぐったいような喜びが湧いてくるのだが、それは一瞬で霧散した。

「俺のどこが気に入らない!?　そこまで責められないといけないのか!?」

　この言葉でミシュリーヌの心は砕かれ、思い切りカチンときた。そしてやるせない気持ちがこみ上げてくる。

　ニルスは使用人で、外国に旅発つので挨拶に来たのだ。それを労った。

　ティエルへの想いを自覚し、結婚できるならばありがたいと思いはするが、彼の希望はそうではないと思うと気持ちを言わないほうがいいのではないかと迷い、すべて任せて決定に従おうと決めた。

　だが、自らの恋がかなわないことは悲しい。

　それでも――そう思ってすべてを胸の奥に押し込めているのに。

（責められないといけない？　冗談じゃないわ。でも――）

　ギリッと唇を噛みしめ、拳を作って握り込む。それでも相手は母国の王子だ。失礼を働いてはいけない――そんな思いがミシュリーヌの口を塞がせる。

「昼間の男に俺は劣っていると言うのか！」

　プチン――と、そんな音が聞こえたような気がした。

「怒鳴られる覚えも、責められる覚えもありません！」

「！」

　ミシュリーヌが怒鳴ったので、今度はティエルが驚いて口をつぐんだ。

「ニルスは我が家の使用人で、ロードスト王国の王立演劇学校に留学するんです。それを祝ってのランチでした。ティ……殿下はそれもするなとおっしゃるのですか！」

　わざと呼び方を変え、嫌味として言ってやると、ティエルは目を白黒させた。そんなティエルに畳みかける。

「殿下にはわたくしのような大したことのない伯爵令嬢などお似合いではございません。公爵家でも侯爵家でも、どうぞ立派なお家柄のご令嬢か、外国の姫君とでもご結婚なさればよろしいのですわ！　わたくし、実家に帰らせていただきます！」

　外はすでに帳が下りて真っ暗だが、関係なかった。悲しさ切なさで心が押しつぶされそうで、どうすることもできない。鼻の奥がツンと痛くなり、視界が滲んだ。

　この場から逃げ出したい一心で扉に向かって早足で歩き始めると、腕を掴まれた。

「待ってくれっ」

「イヤです！　放して」

「行かないでくれ。この通りだ」

「ちょ――――！」

　ティエルはミシュリーヌを掴む手を放すと、なんとその場に跪いたのだ。そしてナイトドレスの裾を握りしめ、ギョッとするミシュリーヌを無視して頭を下げる。

「誤解したことは悪かった。だけど俺の前ではあまり笑わない君が、昼間の彼とはとても朗らかで楽しそうにしていたものだから、つい」

　つい妬いてしまった――続く言葉を察し、ミシュリーヌの顔が赤く染まる。

「延ばしていた縁談の件だが、このまま進めさせてほしい。王妃のためにも結婚してくれ」

　え？　とミシュリーヌの目が見開かれる。

　結婚は王妃のため？

「俺を愛してくれなくていい。だが、他の男のものになってほしくない」

「………………」

　それはどういう意味？

　次第に冷静に、いや、ネガティブな気持ちになっていく。じっとティエルを見下ろしていると、なにも言わないミシュリーヌに焦ったのか、ティエルはナイトドレスの裾を掴んでいる手にぎゅっと力をこめた。

「独身でいたほうがいいと思っていた。それが王家にとって最善だと。今でもその考えは変わらない。それに君はちっとも俺に靡いてくれない。俺のことはなんとも思っていないならもういいじゃないか、という気持ちもあった。だが、昼間の様子を見て、君をのがし、他の男と結婚するのだと思うと動悸と息切れとめまいと吐き気で今日一日大変だった。この通りだから――」

　両手でさらにぎゅううーーっと掴んで力むと、ティエルは顔を上げ、そして怒鳴るように叫んだ。

「君が好きだっ、誰にも奪われたくないっ」

「――――――」

　しばしの沈黙。

　二人とも金縛りにあったようにピクリとも動かないし、言葉も発しない。ただティエルの体がぷるぷると震えているだけだ。ミシュリーヌはその様子を見つめていると、次第に自分の心がぷるぷる震えだすような錯覚に囚われた。

　そっとしゃがみこんで両膝をついた。

「ティエルさま、本当にわたくしを想ってくださっているの？」

「誓う」

「独身を通そうとのお考えには理由があるからでしょう？　それでもよろしいの？」

「兄上には持病がある」

「持病？」

「突然痙攣を起こしたり、意識を失ったりする原因不明の病をお持ちだ」

「――――――」

　今朝、ヴィルキスの従者が駆け寄ってきた時、たいした会話も交わしていないのに理解した様子だったのは「王太子の持病」という問題があったからだったのだ。

「王妃はその持病のために二人目を産むのを恐れられた。二人とも持病があれば隠すのが難しくなり、それを知った大公がなんらか口を挟んでくる可能性があるからだ。しかも王妃はロードスト王国の王女で、その結婚をよしとしない勢力がある。彼らが大公と結託し、万が一でも廃嫡となれば国際問題に発展しかねない。そうなれば、一番の被害は兄上が受けることになる。だから自国から連れてきた侍女を陛下に差しだし、スペアを求められたんだ。だが、そうであっても、俺が品行方正の優等生と思われ、また結婚して子どもができた時、そして兄上の病が世に知られてしまった時、俺の子を王にと望む輩が出てくるだろう。妃がそれを望むかもしれない。そう考えたら、結婚しないほうが、子を作らないほうがいいと思って――」

　ティエルの告白に息をのむ。

　かける言葉が浮かばない。ただじっとティエルを見つめるだけだ。

「今回の縁談、ずっと迷っていた。大事に育ててくれた恩ある王妃に報いるべきか、今までの考えを貫くべきか。だが、君と接してきて、君が俺にまったく靡かなくて、どうすれば振り向いてくれるのか、どうすれば微笑みかけてくれるのか、そればかりを考えるようになった。努力の甲斐あって微笑んでくれた時はまるで子どものように、年甲斐もなく喜んでしまった。今日、若い男と楽しそうにしている姿を見て嫉妬して、ようやく自分の本心に気づいた。ミシュリーヌ、どうか俺を夫に選んでくれ。この通りだ」

　ミシュリーヌは頭を下げるティエルを見つめ、それからそっと彼の背に両腕を回した。

「ミシュリーヌ？」

「わたくしの心は、もうとっくにティエルさまのものですわ」

「……本当に？」

「ええ。ですが、独身を望んでいるというお言葉を聞いて、言葉を翻さず最初に申し上げたままのほうがいいのではないか、と思ったのです。わたくしはティエルさまからいただいたサファイアのペンダントで、自分の気持ちに気づきました。あなたが好きです。本当です。お傍にいさせていただけるなら、喜んでお仕えいたします。もちろん、不要な野心は抱きません。一緒に王太子殿下を支え、また殿下の御子を守ってまいります。わたくしたちの子にも、そのように言い聞かせて教育し、この国の繁栄に尽くします」

　ミシュリーヌの告白にティエルは目を瞠り、それから力任せに抱きしめた。

「好きだ――」

　耳元で囁かれ、ミシュリーヌの体が一瞬でカッと熱くなる。

　それから少し体が離れたかと思うとティエルの顔が近づいてきた。ミシュリーヌが彼の求めていることを察して瞼を閉じると同時に唇に温かくて柔らかいものが触れた。

「…………ん」

　重なり合う唇の圧が強くなる。やがてティエルの舌先がミシュリーヌの唇をノックすると、隙間から侵入してきた。口内を堪能したのち、そっと離れる。

　二人は互いを見つめ合った。ミシュリーヌの青紫色の瞳はとろんと蕩け、うっとりとティエルを映している。ティエルはミシュリーヌの額にキスをすると、横抱きに抱き上げた。

「あ」

「君が欲しい」

　ストレートな言葉に真っ赤になるが、ミシュリーヌはうなずいた。

　結婚するまで貞操を守らなければいけないとわかっているものの、この麗しい王子を自分だけのものにしたいという欲がこみ上げ、止められない。背中に両腕を回して力の限り抱きつく。

　ティエルが歩くたび、軽くバウンドする体は期待に震えていた。

「ティエルさま」

　そっとベッドに寝かされると、ティエルはクラヴァットをほどいて床に捨て、覆いかぶさってきた。
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　これからなにが起きるのか、愛しい人となにをしようとしているのか、経験はないが知識として知っている。ティエルに求められることがなによりもうれしい。そして同時に、彼を満足させられるのか、不安が大きい。

「ティエルさま、わたくし――」

「なにも心配はいらない。俺に全部委ねてくれたらいいから」

「……はい」

　うっすら微笑むと、ティエルも笑顔を返してくれた。もう一度キスをかわすと、ティエルの指先がミシュリーヌの首に触れ、そしてナイトドレスのリボンをほどいていく。

　開いた襟ぐりから見える喉元に唇を押しつけられると、ミシュリーヌの体は歓喜にわなないた。

　やがてリボンとボタンがすべて取り払われ、またナイトドレス自体を剥ぎ取られてしまった。白い肢体があらわになった。まろやかな乳房も、下腹部の茂みも、すべてくまなくティエルに見られて、限りなく恥ずかしい。

「きれいだ」

　感嘆したように述べるティエルになんと返事をしていいのかわからず、頬を染めて少しだけ顔を逸らした。

「俺だけの君。今夜は全身に俺の印を刻みこむから」










「ん……」

「起きた？」

　声がして目を開けるとティエルの顔が間近にあって驚いた。

「おはよう」

「おはようございます」

　答えつつ、なぜここにティエルがいるのかを刹那に思い出した。

（恥ずかしい……）

　昨夜、異性の体を知った。無垢な乙女だったこの体は、男という異性を知り、男女が交わす性愛を刻みこんだ。

　それがなによりも、ミシュリーヌがティエルのものになったという証だ。

「ティエルさま……あっ！」

　身を起こそうとして下腹部に激しい痛みが走った。

「どうした？　大丈夫か？」

「……ええ。でも、あうっ」

　どうにも痛い。腰から上はどれだけ動かしてもなにもないのに、腰が少しでも動けばガツンガツンと強烈な痛みが走るのだ。

　涙目でティエルを見つめると、彼は困ったような顔で苦笑を浮かべていた。

「すまない。俺のせいだ。でも病気じゃないから、もう少し安静にしていたら痛みは取れるはずだ。俺は兄上の代理で昼前からずっと公務でいない。今日はゆっくり過ごしてくれ。それから縁談の件は……報告していいかな」

「はい」

　素直にうなずくと、ぎゅうっと抱きしめられた。

「ティエルさま？」

「いろいろと苦労をかけると思うが、どうか俺とともに王家を守ってほしい。もしなにかあっても俺が全力で守るから心配しなくていい」

「わたくしでよければ……」

「君がいいんだ」

　額にそっとキスが落ちる。そしてティエルは身を起こし、ベッドから出て身なりを整えた。そこにメイドの声がノック音とともに響いた。

「どうしましょう」

「いいじゃないか？　どうせすぐにバレることだ――入っていいぞ」

　ティエルがミシュリーヌの代わりに返事をすると、扉が開いてあの中年メイドが入ってくる。ティエルを見て一瞬目を丸くしたものの、すぐに状況を把握したのか破顔した。

「殿下、こちらにいらっしゃったのですね。従者の方が捜しておられましたよ。ヴィルキス殿下から使者でございまして、ご用意ができ次第、お部屋にお越しいただきたいとのことです」

「兄上が？」

「はい。ミシュリーヌさまは今から整えますので、殿下もお部屋にお戻りになってくださいませ」

「あーー、でも今、ミシュリーヌは……」

　もごもごと言い訳すると、メイドはそのことも察したようでうなずいた。

「心得ましたので、殿下はお部屋へ」

「わかった。あとは頼む」

　ティエルが去ると、メイドがミシュリーヌの横にやってきた。ミシュリーヌは全裸であることが恥ずかしくて、羽根布団をかぶり、顔だけ出している。

「腰が痛むので？」

「……ごめんなさい」

「とんでもないことでございます。まことにおめでとうございます。ささ、痛まぬようにゆっくりゆっくり身を起こしてくださいませ」

「でも、あの」

「恥ずかしがることはございませんわ。さぁ」

　肩があらわになると、上着を肩にかけてくれ、それから大きなクッションをミシュリーヌの背に挟んだ。

　顔を下げると、胸や腹に赤い痣がいくつも散っている。これがティエルにつけられた証と思うとうれしいけれど、恥ずかしい。それにこの姿をメイドに見られているのだ。顔から火が噴き出しそうだった。

「殿下は本当にミシュリーヌさまを想っていらっしゃるのですよ」

「…………ええ」

「本当におめでとうございます。座られたら、そのままでいてくださいませね」

　そう言い残し、メイドは隣の部屋に向かう。待つこと数分。タオルを手にして戻ってきた。

「あっ」

　羽根布団をめくられ、羞恥する。肩にかけた上着は胸こそ隠してくれたが、前が開いているので下半身が露出している。メイドは手に持っていたタオルで腹部や太ももを拭き、また別のタオルを下腹部に置いた。

「このまま少し温めておけばましになると思います。それから着替えましょう」

「……ありがとう」

「いえいえ、本当におめでとうございます。うれしゅうございますわ」

「あなた、お名前は？　ずっとお世話になっているのに、名前を聞かなかったこと、申し訳なかったわ」

「恐れ多うございます。カーラ・ロンドと申します」

「カーラね、これからもよろしくお願いします」

　カーラはこれ以上ないというほどうれしそうに満面の笑みを浮かべた。

　それから少し時間をおいて身を起こすと痛みはましになっていた。温めたことで鎮静を早めたようだ。身なりを整えると、カーラはティエルのもとに向かい、準備が整ったことを告げた。

　ティエルが迎えにきて、二人でヴィルキスの私室に向かう。すると円卓にティーセットが整えられていて、ヴィルキスがにこやかに迎え入れた。

「急にどうしたのですか？」

　と、問うティエルに対し、ヴィルキスは微笑みながらも少々困ったように片側の口角を上げた。

「父上が早くオブラン嬢と会いたいと仰せだ。母上も気になさっておられる。我が妃も同様だ。オブラン嬢の滞在も今日で十日になる。このまま進めるか、破談とするか判断しないといけない時期だと思って来てもらった。二人の気持ちが知りたい」

　ミシュリーヌは反射的にティエルの顔に視線を向けた。

「彼女の気持ちを確かめた。了解をもらったので、このまま進めて挙式としたい」

「本当か!?」

　ヴィルキスが叫びながら立ち上がる。

「オブラン嬢、それでいいのかな？」

「ティエル殿下をお慕いしております。どうかお許しいただけますよう、王太子殿下のお力添えをお願いいたします」

　おお、とヴィルキスがこぼしたその瞬間、隣に続く扉が勢いよく開き、豪奢な身なりの三名が集まってきた。それが誰なのかわからぬ者などいないだろう。

「よかった！　本当によかった」

　国王が心底うれしそうに何度も呟いている。

「これで一安心ですね。もう冷や冷やしましたよ。でも我慢して口を出さず、見守っていてよかった。これからよろしく頼みますね」

「本当におめでたいです。ティエル殿下もよかったですわね。おめでとうございます！」

　王妃と王太子妃が続けて言うと、この部屋で給仕をしている者、警護をしている者、そのすべてが拍手を始めた。

　温かな祝福の中、ミシュリーヌは歓喜で胸がいっぱいになる。こんなにも祝福してもらえるなど想像もしていなかった。結婚などしないと言い張った自分がいたことが信じられないほどだ。

　感動でうるうるしているミシュリーヌの肩をティエルが抱き寄せた。

「君だけ一筋で仕えるから」

「わたくもです、ティエルさま」

















エピローグ












「それは本当でございますか、王妃さま」

「ええ。あなたのご家族がわたくしに相談してくださってね。それであなたのことを知ったのですが、ふふ、おもしろい噂のある方と聞いて、これはうまくいくのでは、と思ったのです」

　王妃の話は恥ずかしい限りだ。が、今となっては家族の愛情に感謝ばかりである。

「ところで、あなたのお兄さま、マクシミリアン・オブラン子爵については、どうやらあと数日の間に結婚相手を見つけないとお父上が決めてしまわれるようですね？」

「え――？」

　聞いていない、と言いそうになったが、自分に二か月だと言った父が、その勢いのまま兄マクシミリアンに迫ることはあり得ると思った。

（わたしにはふた月で、お兄さまはひと月だったのかしら。まぁ、お兄さまのほうがオブラン家としては切実な問題かも）

　それでね、と王妃が楽しげに続ける。

「なかなか大変のようでね」

「大変、ですか？　いざ具体的な話になったら、どなたさまからも相手にされないとか？」

「いえいえ、我こそは、あの時の約束は、などとね。モテることは罪ね」

「………………」

　責任問題か、と思うと他人事といえ恥ずかしい。まして、実の兄の話となると。

「そこでまたまたご家族揃ってなんとかならないかと相談に来られたのですよ。本人を除く、なのですが」

「――――え」

「どなたさまをも黙らせるお相手がよいと思って、祖国の遠縁を紹介することにしました。ミシュリーヌ、お兄さまの結婚、本当におめでとう」

「あ、はいっ、ありがたいです」

　ミシュリーヌの返事と礼に、王妃が、ふふ、と勝ち誇ったように微笑んだ。

「オブラン伯爵家は家族みなでわたくしどもを支えてくださる。そう思うと、本当にうれしい限りですわ。ほほほほほっ」

　その笑みに、ぞぞぞーーとミシュリーヌの背に寒気が走る。

（結局、みんなして王妃さまの掌の上で転がされていたってこと？）

　などと思うが、それでも転がされて愛しいティエルと結婚できるのだから、黙って転がされておこうと思ったミシュリーヌであった。
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